




はじめに

本協会と静岡リバティライオンズクラブは、 年間に渡り「海外でのボランティア
活動に学ぶ高校生スタディツアー アジア」を実施してきています。コロナ禍の 年
間は、実際にタイ国を訪ねることは出来ず、オンライン訪問で交流をしてきました。令
和 年度、 名の高校生と理事長・事務局長も同行し、 年ぶりに現地訪問することが
できました。訪問先のバンコク市内クロントイスラムでは、ドゥアン・プラティープ財
団創始者のプラティープ先生自らがスラムの中を案内され、シーカー・アジア財団の八
木澤克昌さんが、通訳をしてくださるという、特別待遇を受けツアーを実施し、無事に
大晦日に戻ることができました。

そして翌日、新しい年の多幸を願い家族や友人と楽しい団欒を過ごしていた元日の夕
方、石川県能登地方でマグニチュード７ ６、最大震度は７を記録する大地震が発生しま
した。どうして元日から災害は襲ってくるのかという気持ちが湧いてきます。この日ほ
ど自然災害の無常さを思い知らされた時はありません。この地震と津波により、 名
の尊い命が奪われました。犠牲になられた皆様のご冥福を心よりお祈り申し上げるとと
もに、被害に遭われた方々の一日も早い復旧、復興をお祈りしています。この能登半島
地震ボランティア支援活動は、支援募金を呼びかけることから始まりました。そして、
至る所に亀裂が入る道路事情、慣れない雪道、宿泊できる場所も限られる被災地の状況
から、すぐにボランティアを送り出さず、ある程度の時期を考慮した上でボランティア
活動を継続できる態勢を整えようと考えました。現在は、石川県穴水町の仮設住宅での
足湯ボランティアを中心に継続した活動をしています。本協会へのご支援をいただいた
個人・団体の皆さまには、心よりお礼を申し上げます。

さて、本協会はこの 月に設立 年を迎えました。 月 日には令和 年度定期総
会を開催し、令和 年度事業報告・決算報告、並びに令和 年度の事業計画・予算を承
認いただきました。定期総会の記念講演では現在、協会相談役の神田均さん 歳 にお
話をしていただきました。本年次レポートに定期総会で承認された内容が収められてい
ますので、ぜひご覧いただき、本年度も会員の皆さまをはじめ、協会を支えていただけ
る皆さまに、更なるご理解とお力添えを賜りますようお願い申し上げます。

結びに、本年次レポートの作成にあたり、ご協賛いただいた企業・団体・社会福祉法
人・関係者の皆さまに心よりお礼を申し上げます。人と人との関係を繋ぎ、ボランティ
ア・市民活動を広げ、その先にある未来を支えてくれる若者たちの学びと体験の機会を
支えていただくためにも、是非とも引き続きのご支援、ご協力をお願い申し上げ、挨拶
とさせていただきます。本年度もよろしくお願いいたします。

令和６年６月吉日

特定非営利活動法人
静岡県ボランティア協会
理事長 小 野 田 全 宏
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１１ 第第４４２２回回ササママーーシショョーートトボボラランンテティィアア活活動動計計画画事事業業

ⅠⅠ.. 次次代代をを担担うう青青少少年年のの育育成成事事業業のの取取りり組組みみ

2023(令和5)年度事業報告

（静岡県共同募金配分金事業・静岡県議会ボランティア推進議員連盟助成事業）

毎年夏休みに福祉施設や社会教育施設でボランティア体験をする本事業は、施設での活動を
とおして福祉やボランティアへの理解を深め、自分自身や社会に目を向けることを目的に今
年度も実施した。新型コロナ感染症に起因する理由で施設での活動ができなくなり、代替活
動を行った参加者もいたが、受入れ施設もコロナ禍以前の対応に戻っており、施設利用者や
職員との交流を楽しみ、次回も参加したいという声が多数聞かれた。
（昭和57年より実施し、令和5年度42回目）

参参加加者者数数
【申込者数】754名
【活動者数】537名、130施設
 内訳 中学生 145名
  高校生 381名
  大学生 9名

社会人 2名

２２ 青青少少年年のの異異文文化化交交流流体体験験事事業業

第第３３５５回回海海外外ででののボボラランンテティィアア活活動動にに学学ぶぶ高高校校生生ススタタデディィツツアアーー アアジジアア

（静岡リバティライオンズクラブ共催事業）

広く海外に目をむけ、実際に現地を訪れ、文化・生活様式の異なるタイの首都バンコクや東
北部の農村で同世代の青年たちが交流し、その国や人々が抱えている様々な問題を、自分を
含めた地球人のすべての問題として捉え「ボランティア」「国際交流」「国際協力」のあり
方を学ぶ機会として実施した。
実施に際しては「スタディツアー応援募金」に取り組み、42件522,000円のご寄付をいただ
いた。

【成果】
昨年に引き続き、新型コロナウイルス感染防止を心がけた夏のボランティア活動体験と
なった。施設での活動では、福祉の仕事を間近で見ることで「ボランティア」や「福祉の
仕事」に関心を持つきっかけとなっていた。14名が施設での活動ができず、施設外（在
宅など）での活動となった。施設での活動ができないことを残念に感じながらも、施設に
行かなくても気持ちが届くようにと丁寧に活動をしていた。また、感染症の心配がなく
なった時には施設の方に会いに行きたいという声が多く聞かれた。

【参加者数】 8名

事前研修会 県内10ヵ所
活動期間 8月1日 火 ～30日 水

【内容]
研修会 10月9日 日 、11月12日 日 、12月3日 日 いずれも10：00～17：00
現地研修 12月22日 金 ～31日 日 9泊10日 
ふりかえりの会 令和6年1月8日 月・祝 10：00～12：00
報告会 令和6年1月8日 月・祝 13：00～14：10

— 2 —



2023(令和5)年度事業報告

【スケジュール】

事前学習会 7月9日 日 静岡県地震防災センター見学と演習

8月9日 水

現地研修 8月21日 月 ～24日 木 3泊4日 うち車中2泊
事後研修 9月30日 土 10：00～12：00
体験報告会 9月30日 土 13：00～14：30

３３ ＴＴＯＯＭＭＯＯＳＳＨＨＩＩＢＢＩＩププロロジジェェククトト「「東東北北ススタタデディィツツアアーー」」

東日本大震災から12年が経過し、被災地に限らず震災後に生まれた子どもたちが増え、震

災を伝承していく取り組みが求められている。実際に現地を訪れることでしか感じることの

できない空気感を肌で感じ、住む人の生活に触れる機会として、また、東日本大震災を知る

ことで、南海トラフ巨大地震の発生が危惧される静岡県において、自分たちにできる防災対

策や「いのち」について考えるために、被災地の震災伝承施設等を訪問し、生の声を聞くス

タディツアーを実施した。今年度は、語り部活動や防災の啓発活動に取り組む釜石高校「夢

団」のメンバーとの交流する機会を得ることができた。

【参加者】25名（高校生23名、事務局2名）

【訪問先】

大槌町：城山公園、大槌町文化交流センター「おしゃっち」、蓬莱島

釜石市：釜石鵜住居復興スタジアム、釜石祈りのパーク、いのちをつなぐ未来館、釜石高校

陸前高田市：東日本大震災津波伝承館「いわてTSUNAMIメモリアル」、奇跡の一本松

宮古市：たろう潮里ステーション、たろう観光ホテル

遠野市：遠野市後方支援資料館

三陸鉄道「震災学習列車」（鵜住居駅→宮古駅）

【成果】

釜石高校「夢団」との交流から、参加者は自分たちにできる取り組みのヒントをたくさん

得ることができたとの声が聞かれた。特に、楽しみながら防災を伝える活動に取り組んで

いる姿は大きな刺激となり、参加者からの働きかけにより、学校単位での交流のきっかけ

にもなった。

【成果】
・ＮＧＯ訪問やホームステイを通じて、自分の生活を顧みる機会となった。
・言葉が通じなくても、気持ちは伝わるということを肌身で感じることができた。

（静岡県社会福祉協議会ふれあい基金助成事業・大槌町観光交流協会助成事業）
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2023(令和5)年度事業報告

（静岡県共同募金課題解決プロジェクト募金助成事業）

次代を担う若者たちと、社会にあるさまざまな福祉課題を共に考える「学びの機会」を作り、
共に「共生社会づくり」を考えるために静岡県共同募金会が実施する「課題解決プロジェク
ト募金」に参加し、50件の個人・団体の皆さまにご支援いただいた。
今年度は「多種多様な人々を受け入れる社会について考えよう」をテーマに、多種多様な
人々が、共に自分らしく生活していくにはどうしたらいいかを考えるフォーラムを開催した。

【日時】令和6年1月8日 月・祝 14：20～16：30
【会場】静岡県総合社会福祉会館6階601会議室
【内容】・映画『チョコレートな人々』上映会と参加者トーク

・グループワーク
【参加者】62名（事務局含む）

【成果】
高校生・大学生だけでなく幅広い世代の方や障がい当事者の参加で、それぞれが考える
「共生」について活発な意見交換ができた。
また、映画に登場する、さまざまな思いを込めて作られたチョコレートを実際に味わいな
がら、自分らしく生きていくことを受け入れてくれる環境づくりの大切さを実感していた。

４４ 高高校校生生・・大大学学生生とと共共にに創創るる「「共共生生社社会会づづくくりり」」

さまざまな困難を抱えた人たちへのケアと、その人たちを支える側にいる“ケアする人”へ

ⅡⅡ.. ケケアアのの文文化化をを社社会会にに浸浸透透ささせせてていいくく取取りり組組みみ

（静岡県社会福祉協議会ふれあい基金助成事業）

「「ケケアアすするる人人ののケケアア」」をを学学ぶぶ会会２２００２２３３
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【第1回】
 開催日：12月2日 土 14：00～16：00
 会 場：静岡県男女共同参画センター「あざれあ」501会議室
 講 師：蔭山昌弘さん（公立・私立高校カウンセラー、城内カウンセリング研究会代表）
 内 容：「『聴く・寄り添う・そして』～カウンセリングの現場から～」
 参加者：57名（事務局含む）
【第2回】
 開催日：令和6年1月13日 土 14：00～16：00
 会 場：ALWFロッキーセンター大会議室
 講 師：内藤いづみさん（ふじ内科クリニック院長）
 内 容：「あした野原に出てみよう

～幸せは誰にも訪れている～」
 参加者：55名（事務局・関係者含む）

第2回目については、公益財団法人静岡県労働者福祉
基金協会の共催事業「ロッキーカレッジ自由講座」と
して開催している。

ⅢⅢ.. 大大規規模模災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアア活活動動体体制制をを整整備備すするる取取りり組組みみ

2023(令和5)年度事業報告

１１ 南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震等等にに備備ええたた災災害害ボボラランンテティィアアネネッットトワワーークク事事業業

東海地震を含む南海トラフを震源とする巨大地震等の大規模災害に備え、“支援から取り残
される地域をつくらない”ためのボランティア活動体制と広域連携のしくみを具体化させる
ことを目的に事業を実施した。

【成果】
日々のさまざまな悩みや、葛藤を抱えながらケアに携
わっている参加者が、講師の優しさや真摯であたたか
な言葉に励まされ、癒しと元気を得ることができた。
学びの講座であるだけでなく、ケアする人をケアする
実践の場となり、参加者からは、たくさんの学びとヒ
ントを得ることができたとの声が聞かれた。

のケアの実践や命の大切さを学び、みんなで支え合う地域や社会づくりを考えることを目的
に、ケアの最前線に立つ講師による講座を開催した。
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2023(令和5)年度事業報告

委員会に向けた検討会の開催

第1回委員会を受け、岩田委員長、小村副委員長、松山委員の協力を得て、2回目以降の委員会

について事前協議するための検討会を行った。

開催日：7月19日 水 、8月28日 月 、10月30日 月 、12月8日 金

検討会での協議をもとに聞取り及びアンケートを実施し、委員会に報告

・災害 を設置した松崎町、富士市、静岡市、島田市、磐田市の社協より聞取り

・災害 を設置（通常の を含む）した 市町社協に対し、県災害 本部の支援等に関する

アンケートを実施

・市町支援チームを経験した県社協職員にアンケートを実施

大規模災害時のボランティア活動に関する受援体制づくりと広域連携のあり方について検討し、
平時の取り組みを具体化させていくことを目的に標記委員会を開催した。

委員数：22名（うち新任6名）
委員長：岩田孝仁さん（静岡大学防災総合センター特任教授）
会 場：静岡県総合社会福祉会館2階ボランティアビューロー他
開催日・出席者数

＜第1回＞7月12日 水 ・19名
＜第2回＞11月8日 水 ・19名
＜第3回＞12月14日 木 ・19名
＜第4回＞令和6年3月15日 金 ・13名

（（２２））ボボラランンテティィアアにによよるる災災害害時時のの要要配配慮慮者者支支援援ををととももにに考考ええるる事事業業

「「災災害害時時のの知知恵恵ぶぶくくろろ ～～要要配配慮慮者者支支援援編編そそのの２２～～」」

（（１１））南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震等等にに備備ええたた災災害害ボボラランンテティィアアネネッットトワワーークク委委員員会会

（静岡県労働者福祉基金協会助成事業）

（静岡県共同募金会配分金事業）

【成果】
・実災害で県災害V本部と市町災害VCが運営されたことにより、それらの役割や体制に
ついてより具体的な共通イメージを持って協議できるようになった。

・平常時・災害時の各団体の取り組みを知ることができ、新たな団体も含めた相互理解や
関係づくりの場になった。

・県災害V本部の具体的な体制整備につながった。

災害時、命の危険にさらされることが多くなってしまう“災害時要配慮者”。避難行動や避
難生活中の多くの課題に立ち向かうためには、多様な人が日頃から協力し合える関係づくり
が求められる。自らが暮らす地域の現状を知り、要配慮者への支援を考える、そしていざと
いうときのためのつながりを作ることを目的に3か年計画で取り組む事業。1年目は「気づ
く眼」を持つために課題の発見と整理に焦点をあて、2年目の今年度は、「解決のためのア
イディアを考えることをテーマに実施した。

【日時】令和6年3月3日 日 10：00～16：00
【会場】静岡県総合社会福祉会館7階703会議室

【内容】プログラム①

令和6年能登半島地震において、被災者支援に携わる中で見えたこと・感じたことの

報告から「要配慮者」支援の課題を考える
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2023(令和5)年度事業報告

１１ 静静岡岡県県総総合合社社会会福福祉祉会会館館ボボラランンテティィアアビビュューーロローー管管理理者者ととししててのの活活動動

ゲスト：浦野 愛さん（ 特非 レスキューストックヤード常務理事）

プログラム②

災害対応カードゲーム「クロスロード」を使ったワークショップから、A案・B案

どちらにする？ではなく、より良いC案を考える

講 師：加納佑一さん（東京ボランティア・市民活動センター）

【参加者】68名（事務局・関係者含む）

ⅣⅣ.. 中中間間支支援援組組織織ととししてて「「つつななぐぐ」」活活動動のの取取りり組組みみ

ボランティアビューローは、ボランティア・市民活動団体の活動支援を行う機能を持ち、
60名の定員で研修や会議、ボランティアの交流会などに利用してもらえる場を提供してい
る。また、南海トラフ巨大地震などの大規模災害時には「静岡県災害ボランティア本部・
情報センター」としての活動を行う場所となる。

【成果】
令和6年1月1日に発生した能登半島地震の支援活動に取り組んでいるゲストから、避難所
や被災者の様子など現場の声を聞くことで、参加者は自分事として問題意識を持つことが
できたようだった。
ワークショップでは、他者の意見を聞くことで新しい解決策を考えるヒントを得ることが
でき、学びの多い機会となった。

■令和5年度ボランティアビューロー利用状況
利用件数：209件
利用人数：2,321人

月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

件数 14 22 23 15 15 12 24 17 16 15 10 26 220099
人数 107 217 205 147 266 186 204 229 182 240 84 254 22,,332211
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2023(令和5)年度事業報告

２２ ボボラランンテティィアア相相談談支支援援事事業業等等

（（１１））ボボラランンテティィアア相相談談支支援援

日常的に寄せられる相談内容は多岐にわたる。個人の「ボランティアしたい」から福祉施設
等の「ボランティアがほしい」、ボランティアグループの活動上の相談などもあるが、個人
の生活に関する相談やどこにも行き場がなく本協会に問い合わせをしてきたケースも見られ
る。専門的な知識を身につけ、専門機関へつなぐことが今後ますます必要になってくる。以
下、寄せられた相談の中でケース記録化したものを報告する。

＜相談受付件数＞ 21件（記録化したもの）

（相談内容） ボランティアをしたい 5
事業・講座実施相談 2
問合せ（～について教えて欲しい） 4
講師を紹介してほしい 1
協会事業について教えてほしい 1
その他 8

相談者区分 件数

個人 10
施設・福祉団体 3
行政 0
社協 1
企業・労働組合 2
VG 0
学校・生徒会 1
その他 4

総計 2211

＜相談者区分内訳＞ ＜市町別相談者＞

東部 中部 西部

東伊豆町 1 静岡市葵区 9 浜松市（区不明） 1
静岡市駿河区 1 袋井市 1
静岡市清水区 1 菊川市 1
静岡市（区不明） 3
焼津市

藤枝市

島田市

小計 11 小計 1144 小計 33

県外 33

総計 21 件

新型コロナウイルス感染症の影響も収まり、学外活動に取り組む学校も増え、どのようなボ
ランティア活動があるのか等の情報提供を積極的に行なうことで「サマーショートボラン
ティア活動計画」や「ボランティア参加促進」には多くの参加申し込みがあった。また、学
校や自宅で取り組める活動として「切手コツコツ整理ボランティア」に取り組む個人・団体
も前年度に引き続き多かった。
福祉の学習資料を求められた際には「ボランティアガイダンス」を提供し、わかりやすいと
好評を得た。

（（２２））教教育育現現場場ににおおけけるるボボラランンテティィアア学学習習のの啓啓発発・・推推進進

令和6年1月1日に発生した能登半島地震に対して、「ボランティアがしたい」「支援物資を
送りたい」「寄付をしたい」等の相談や問い合わせを多数いただいた。
現地の最新状況を伝えながら情報提供等に務めた。
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2023(令和5)年度事業報告

本事業は、働く世代の方々や学生をはじめ、一般市民を対象に、ボランティア活動への興
味・関心を高め、参加意欲を喚起すること、身近なボランティアに参加するきっかけをつく
り、地域の一員として社会の課題解決に取り組み、ボランティア・市民活動への参加を促進
することを目的に全2回実施し、100名を超える方々にボランティアを楽しんでいただいた。

（（３３））ボボラランンテティィアア活活動動参参加加促促進進事事業業
（静岡県共同募金配分金事業）

① ボランティアしよう！バザール運営ボランティア募集！

【日時】

準備：10月16日 月 ～27日 金 10：00～16：00（品物の仕分け等）

前日：11月 2日 木 16：00～17：00（おまつりの最終準備）

当日：11月 3日 金・祝 8：50～16：00（おまつりの運営、片付け）

【内容】イベントの運営にボランティアとして参加

【会場】静岡県総合社会福祉会館2階ボランティアビューロー他

【参加者】のべ82名

② キャンドルナイト２０２４～未来へつながる希望のひかり～

【日時】令和6年3月11日 月 13：00～17：00
【内容】被災地支援団体「しずおかおちゃっこ会」の活動を学び、イベントの準備

ボランティアとして参加

【会場】常磐公園

【参加者】23名（事務局含む）

【成果】
はじめてボランティアに参加する人が取り組みやすいイベントボランティアだったため、
楽しんで参加することができ、またボランティアをしたいという感想をいただいた。
さまざまなボランティア活動に取り組んでいる人たちが自分の身近にいることを知ってい
ただき、ボランティアに興味関心を寄せていただく機会となった。

（静岡県共同募金配分金事業）

（（４４））ボボラランンテティィアアガガイイダダンンススのの作作成成

ボランティア活動に関心を持つ人たちや、実際に参加する人たちに心構えや活動を紹介し、
活動していく上での手引書としてもらうことを目的に作成・配布する。
県内の中・高等学校の総合学習時のテキストのほか、社会福祉協議会や行政などが開催する
ボランティア講座のテキストとして活用いただいたり、協会が実施する事業での参考資料と
して配布した。
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（（１１））市市民民活活動動にに関関すするる助助成成金金情情報報ををははじじめめととししたた情情報報収収集集とと提提供供

助成金情報、研修情報をはじめとする市民活動支援のための情報、企業の社会貢献活動、行
政における市民活動支援に関する情報などを収集し、提供した。

３３ 市市民民活活動動ササポポーートトセセンンタターー事事業業

【内容】Ⅰ はじめてのボランティアのために
Ⅱ ボランティアのこころえ
Ⅲ タイプ別活動先紹介
Ⅳ 障害をもつ方と接するときに
Ⅴ 福祉の仕事について
Ⅵ 参考資料

・収集活動 ～収集先のご案内～
・災害ボランティアをしたい！と思ったときに
・ボランティアの用語
・かならずボランティア保険に加入しよう!!
・県内の社会福祉協議会・ボランティアセンター一覧

Ⅶ おわりに

【作成部数】5,000部（A4版、44ページ）

（（２２））ボボラランンテティィアアココーーデディィネネーートト研研修修会会

ボランティア・市民活動の裾野を広げるための人材育成を行う。市民活動センターや社協ボ
ランティアセンター職員、福祉施設などのボランティア受入先などを主な呼びかけ先とする。

（静岡県社会福祉協議会ふれあい基金助成事業）

【日時】9月11日 月 13：30～16：30
【会場】静岡県総合社会福祉会館6階601会議室

【講師】後藤麻理子さん（日本ボランティアコーディネーター協会理事・事務局長）

【事例提供者】藤田一嘉さん（掛川市教育委員会）

鈴木智子さん（掛川市桜が丘学園地域コーディネーター）

【目的】学校などの教育現場におけるボランティアの意義を伝え、教育現場でのボランティア

コーディネートの促進と、学生のボランティア参加促進を図る

【参加者】19名（社協8名、福祉施設7名、教員2名、社会教育施設1名、市民活動センター1名）

【成果】
・コーディネートの手法や考え方をそれぞれの
立場で学びを深めることができた。

・地域学校協働活動の事例やコーディネートを
お話しいただいたことで、学校現場とボラン
ティアについてわかりやすく学ぶことができ
た。
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「全国ボランタリズム推進団体会議」（通称：民ボラ）は、ボランタリーに市民活動を進め
ようとする団体・人々が集い、相互研鑽を進める場である。「ボランタリズム」「市民参
加」「共感力の向上」をキーワードに、ボランティアや市民活動推進に関わる関係者が全国
から集い、1983年以降、ほぼ毎年開催されている（2020年のみコロナ禍により翌年に延期
された）。

【成果】
所属や活動分野の異なる人たちが積極的な姿勢で参加
し、講師の豊富な経験に基づく具体的な事例を交えた
わかりやすい話とワークショップで充実した2日間
となった。

【日時】12月9日 土 ・10日 日 10：00～16：00 ＊2日間の連続講座

【会場】静岡県総合社会福祉会館2階ボランティアビューロー

【講師】鈴木まり子さん（特定非営利活動法人日本ファシリテーション協会フェロー）

【参加者】27名

【事前説明会】10月23日 月

講座に興味を持つ人たちを対象に、オンラインによる

説明会を行った。説明会参加者31名中14名が、講座に

参加した。

（（３３））ソソーーシシャャルル・・フファァシシリリテテーーシショョンン講講座座２２００２２３３

（静岡県社会福祉協議会ふれあい基金助成事業）

社会のさまざまな課題に向き合うボランティアや市民活動では、多様な人たちが集まり、大
小さまざまな会議や話し合いが行われるが、それ自体がうまくいかないことも少なくない。
そこで、話し合いの場を「参加してよかった」「有意義な場だった」と言われる場に変え、
取組みの場を“ともにつくる”場にしていくファシリテーションのスキルとマインドを学び、
実践につなげていくための参加型講座を開催した。

（（４４））第第４４００回回ボボラランンタタリリズズムム推推進進団団体体会会議議 ㏌㏌ 山山梨梨（（通通称称：：民民ボボララ））

【日時】7月22日 土 13：00～、23日 日 9:15～12：30
【会場】やまなし地域づくり交流センターおよびオンライン（Zoom）

【参加者】13団体 70名 （ハイブリッド型で実施）

【全体テーマ】大丈夫か日本！？～平和と公共を築く市民活動～

【分科会テーマ】

①平和

②市民構築と選挙

③若者・学生

④子ども・子育て

【成果】
多様な場面で、市民が主体となる取り組みが広がる中、今回の「民ボラ」では、これか
らの市民活動推進のあり方を考える集いとなった。
ハイブリッド型での開催により、この民ボラを職員研修の機会と位置づけ、複数名の職
員が参加することができた。
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静岡県総合社会福祉会館（愛称「シズウエル」）をより多くの人に知ってもらい、利用して
もらうために会館入居団体で実行委員会を組織し、「県民の日協賛イベント」として開催。
新型コロナウイルス感染症で3年間開催を中止していたが、今年度は4年ぶりの開催となっ
た。ボランティア協会は、幹事団体としてイベントの企画運営に携わっている。

（（５５））県県民民のの日日イイベベンントト「「フフェェススタタシシズズウウエエルル２２００２２３３」」

（（６６））「「認認定定 法法人人カカレレーーズズのの会会」」へへのの活活動動支支援援協協力力

2002年4月にアフガニスタンの医療と教育の支援に取り組む任意団体として発足し、2014年
にNPO法人化した認定特定非営利活動法人カレーズの会の事務局を協会内に置き、今年度

も事務局運営を側面的に支援した。

【日時】8月19日 土 10：00～14：00
【内容】（テーマ）今年のボラ協はなんだかおもしろそう！

・なぞ解きにチャレンジ

・新記録にチャレンジ

・岩手プチ物産展

【会場】ボランティアビューロー

（（７７））「「ふふじじののくくにに静静岡岡・・協協力力隊隊をを育育ててるる会会」」へへのの活活動動支支援援協協力力

2015年1月24日に設立した「ふじのくに静岡・協力隊を育てる会」は、協力隊参加者の体験

を地域社会に還元し、貢献できるよう広報・啓発活動を後方支援した。また、隊員とその家

族への側面的支援を行い、協力隊への理解を深め、参加しやすい環境づくりと地域社会への

働きかけを行った。

（（８８））「「認認定定 法法人人フフーードドババンンククふふじじののくくにに」」へへのの活活動動支支援援協協力力

生活困窮に陥る人たちへの食のサポートを行う「フードバンクふじのくに」の活動に理事と

して運営からサポートしている。今年度も、8月と1月に実施するフードドライブにおいて、

食品の回収先としての協力や仕分け場所の確保など側面的に支援した。

【成果】
こどもから大人までが一緒に楽しめるブースを設けて、
静岡大成高校ボランティア部や静岡西高校、第一学院
高校の高校生ボランティアの協力をいただいて多くの
来場者に楽しんでいただいた。
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静岡県内でボランティア・市民活動に関心を持つ人たちや、実際のボランティア活動に参加
している人たちが一堂に会し、情報交換や話し合いを通してお互いの活動に関する学習を深め
るとともに、ボランティア同士のネットワークづくりを推進することを目的に開催した。

４４ 研研修修・・養養成成事事業業

第第４４５５回回静静岡岡県県ボボラランンテティィアア研研究究集集会会

（静岡県労働者福祉基金協会助成事業・静岡県社会福祉協議会ふれあい基金助成事業）

主催：特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
公益財団法人静岡県労働者福祉基金協会

共催：社会福祉法人静岡県社会福祉協議会
社会福祉法人静岡市社会福祉協議会

協力：学校法人星美学園静岡サレジオ中学・高等学校
学校法人常葉学園常葉大学草薙キャンパス

実施主体：第45回静岡県ボランティア研究集会実行委員会
後援：静岡県・静岡県教育委員会・

静岡市・静岡市教育委員会

オープニング：スタジオACQuA（アクア）の子どもたちによるダンスパフォーマンス

基調講演：「中村哲さんを語る・生きる」
中村哲さんのドキュメンタリー映画『医師中村哲の仕事・働くということ』上映とお話
講師 村上優（まさる）さん（ペシャワール会会長・PMS総院長）

分科会：
第1分科会（まちづくり）

きて、みて、知って、草薙のまち
第2分科会（ふくしを考える）

障がいのある人の生活を知ろう ～私の生き方、みんなの生き方を知ろう・聞こう～
第3分科会（パラスポーツ）

障がいの理解と誰でもできるパラスポーツボランティア
第4分科会（ネット社会を考える）

スマホ時代の子育てを支えよう
第5分科会（生活を支える）

すぐできるボランティア活動「フードバンク」
第6分科会（災害対応を考える）
大規模災害時に「命を守る行動」がとれるために

第7分科会（「対話」で活動づくり）
対話から始めるまちづくり 〜 聴くこと、話すこと、対話の可能性〜

第8分科会（地球市民として生きる）
地球に住所のある私たち

閉会：次回開催地（菊川市）へのバトンタッチ

テーマ：さあ踏み出そう！未来に続くこの一歩 ～今、私にできること～

【日時】令和6年2月23日 金・祝 10：00～16：15
【会場】静岡サレジオ マリアンホール他

【参加者】のべ442名（関係者含む）

— 13 —



2023(令和5)年度事業報告

５５ 広広報報誌誌発発行行事事業業

機機関関誌誌のの発発行行

会員はじめ関係機関等に対し、協会の事業や活動をＰＲするとともに、活きたボランティア
情報を提供する。

【ボランティア情報静岡】
今年度も年間4回（春号・夏号・秋号・冬号）の季刊発行。特集では、協会が取り組む事業

をより詳しく報告し会員の参加を促すとともに、ボランティア活動・市民活動に役立つ助成

金や講座情報などを掲載した。

各号1,200部発行し、会員のほか市町社協や自治体、社会教育施設などへ配布・配架した。

【ぼらんてぃあＭａｉｌ】

会員に対し、事務局の1ヵ月の動きや予定を紹介する。職員のコラムや最新の取り組みな

どを掲載することで、ボランティア協会をより身近に感じていただくことができた。

年間12回、毎月500部発行する。

【成果】
静岡市を中心に県中部で活動するボランティアらが中心となって実行委員会を組織し、７月
より会議を重ねてきた。杉山元太実行委員長のもと担当する分科会を決め、講師やゲストの
選考や参加者にどんなメッセージを伝えたいかなどの意見交換をしながら、集会づくりを行
なうなかで、実行委員どおしのつながりもより深いものとなった。
参加者は、講師や助言者らのお話や、参加者同士の意見交換、情報交換を通して互いのボラ
ンティア活動の学習とつながりづくりの機会とすることができた。
また、会場の静岡サレジオ中・高等学校の生徒がボランティアとして司会進行や写真撮影な
ど運営に協力してくださり、活気あふれる集会となった。

６６ 情情報報提提供供事事業業

ホホーームムペペーージジのの運運用用・・管管理理

本協会の主催・共催事業の要項掲載並びにウェブ募集、ボランティア募集情報や助成金、研
修会情報などを掲載し、ボランティア・市民活動者への情報提供を行った。
スマートフォンにも対応できるスタイルで情報発信をすることで、新しい支援者や協力者の
獲得に努める努力をした。
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（（２２））情情報報提提供供

情報誌「ばんたび」、広報誌「かわら版」（ともに年4回）、メールマガジン（月2回）の
発行と、ホームページやSNSを通じて、センターで開催する講座やイベント案内や利用団体
の情報発信を行い、市民活動の推進を図る。

（（３３））市市民民活活動動にに関関すするる相相談談にに関関すするるこことと

相談件数

合合計計

相談件数

NPO設立や運営上の相談をはじめ、資金・人材確保や協働事業の提案など、さまざまな
内容の相談に対応した。

（（４４））市市民民活活動動にに関関すするる講講座座等等のの実実施施

７７ 静静岡岡市市番番町町市市民民活活動動セセンンタターー指指定定管管理理事事業業 （静岡市委託事業）

市民活動に対する意識を高め、新たな市民活動団体やNPO団体の萌芽や発展を促し、さら
 に充実していく過程を支えていくことが市民活動センターに求められている役割と考え、
これまでどおり、人と人、団体と団体などをつなぐ「市民活動の仲間づくり」に取り組んで
きた。さらに、「SDGs未来都市・静岡市」の普及啓発のために、令和2年度から行ってい
る市民プロジェクト「まぁるいしずおか」を継続して行い、「私たちの日々の行動が未来に
つながっている」ことを意識した行動への変容を促す取り組みに努めた。

（（１１））利利用用状状況況

開館日数

利用人数 (人)
利用件数 (件) 
新規登録団体数

合合計計

開館日数

利用人数 (人)
利用件数 (件)
新規登録団体数

センター利用登録団体数：916団体（参考：令和4年度末：886団体、令和3年度末：855団体）

①① 啓啓発発講講座座

「まぁるいしずおか・えもなトーク」

〈1〉第20回特別編「語り継ぎたい平和のこと ～お話と音楽の会」

開催日：5月13日 土

トークゲスト：窪田由佳子さん（ピアニスト・著述家）

参加者：61名
会 場：顕光院本堂
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〈2〉第21回「表現すること～かなの家の仲間と出逢って～」

開催日：8月5日 土

トークゲスト：横井圭介さん（社会福祉法人ラルシュかなの家）

参加者：31名
〈3〉第22回「グリーンインフラの可能性～折り返しを迎えたSDGsのこれからを考える～」

開催日：8月19日 土

トークゲスト：木下聡さん（あさはた緑地センター長、しずおかSDGsネットワーク代表）

参加者：15名
会 場：あさはた緑地センターハウス

〈4〉第23回「地球をよりみずみずしく、豊かな状態にして次世代に残す

～地球から未来を変える仲間を増やしたい！私たちの挑戦～」

開催日：9月22日 金

トークゲスト：時久真理子さん（LUSH静岡店ショップマネージャー）

参加者：25名
会 場：LUSHテラス

〈5〉第24回「持続可能な珈琲栽培でフィリピンの森を守る」

開催日：10月28日 土

トークゲスト：反町眞理子さん（環境NGOコーディリエラ・グリーン・ネットワーク代表）

参加者：26名
〈6〉第25回「ホワイトリボンラン、ご一緒しませんか」

開催日：11月17日 金

トークゲスト：仁科斉さん、本多ゆかりさん

（ホワイトリボンラン静岡市拠点ラン実行委員会）

参加者：21名
〈7〉第26回「地域での語り合いの場への挑戦～自分の言葉で自分の物語を語るということ～」

開催日：令和6年1月14日 日

トークゲスト：植田一成さん（しずおかこどものがたりゼミ）

参加者：7名
〈8〉第27回「スポーツで社会と関わる～パラスポーツに取り組む仲間の変容から～」

開催日：令和6年3月15日 金

トークゲスト：瀬戸脇正勝さん（特定非営利活動法人静岡FIDサッカー連盟）

参加者：21名

番町防災ワークショップ

「あそぼうさい！まなぼうさい！～高校生がつくる防災ワークショップ～」

開催日：12月17日 日

ファシリテーター：県立科学技術高校都市基盤工学科のみなさん

参加者：42名
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③③ 協協働働主主催催講講座座

〈1〉「WHITE RIBBON RUN 2024」静岡市拠点大会

開催日：令和6年3月3日 日

参加者： 90名
協働パートナー：静岡市拠点大会実行委員会

（特定非営利活動法人静岡FIDサッカー連盟／ママの部活動／カチカチ鳥／ 
Club Sarrys／静岡建築遺産楽会／まぁるいしずおかステップアップ委員会）

「団体を育てるために学ぼう」

〈1〉その1「活動をよりよくするためのルール（規約・会則）とは？」

開催日： 4月22日 土

講 師：井上泉さん（シズオカオーケストラ代表）

前田嶺さん（任意活動団体 代表）

参加者： 16名
〈2〉その2「『いいね！』と言ってもらえる企画づくり講座」

開催日：9月2日 土

講 師：深野裕士（番町市民活動センタースタッフ）

参加者： 24名
〈3〉その3「SNS活用アップデート講座」

開催日： 12月9日 土

講 師：納壱成（番町市民活動センタースタッフ）

参加者： 9名

②② 団団体体・・人人材材育育成成講講座座

番町防災の日

「いまぼうさい～今、居間で防災を～」

開催日：令和6年2月17日 土

来場者： 168名
参加団体：13団体 30名
（出展）ゆいまーる／5日で5,000枚の約束。チーム静岡／しぞ～か防災かるた委員会／

ぼうさいNURIE大使クン岡村／静岡大学教育学部藤井基貴研究室／Reffil静岡

／ 一社 しずおか住環境防災サポートセンター／南田町消防隊

（協力）一番町地区自治会連合会／静岡県地震防災センター／静岡市危機管理総室／

（写真提供）災害対応NPO・MFP

④④ 共共催催講講座座、、協協力力イイベベンントト

入居団体や利用団体との共催講座を開催し、番町市民活動センターにおける多様な市民活動
団体の支援を行い、広い市民に市民活動の多様性を理解してもらうことができた。
令和5年度に共催した講座は全8講座であった。

〈1〉協力イベント「アースディあさはた2023」
開催日： 5月13日 土 、14日 日

会 場： あさはた緑地センター
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〈2〉協力イベント「Balance  Creative  Block  Party  VOL.2
『街×自然』ART，FOOD&FAMILY FUN！」

開催日：5月20日 土

会 場：常磐公園 Tokiwa  Park＆人宿町人情通り

〈3〉共催講座「改めて考える食の安全と問題点～私たちにできること～」

開催日：6月10日 土

主 催：プラムフィールド・静岡放射能汚染測定室

参加者： 50名、Zoom10名
〈4〉協力イベント「アラスFES～みんなでつながろう 笑顔の輪！～」

開催日：11月18日 土

会 場：東静岡アート＆スポーツ広場

〈5〉協力「市民活動ポータルサイト使い方講座」（主催：静岡市市民自治推進課）

開催日：11月18日 土

〈6〉共催講座「小学生以上の子どもと関わる人向け『ボードゲーム講座』」

開催日：令和6年1月13日 土

主 催：任意活動団体

参加者： 24名
〈7〉共催講座「しぞ～か防災かるた大会」

開催日：令和6年2月17日 土

主 催：しぞ～か防災かるた委員会

参加者： 26名
〈8〉共催講座「沖縄対話プロジェクト谷山博史さんのお話を聞く会」

開催日：令和6年2月22日 木

主 催：静岡県ボランティア研究集会第 分科会実行委員会

参加者： 14名

2023(令和5)年度事業報告

⑤⑤ 周周年年行行事事

【メッセ・ステージ部門】（9団体）

（参加団体） 一社 しずおかBukatsu DOクラス／かなちんどんバンド／LD MUSIC BAND
／大道芸部（しず部）／JPAS（青葉DE大道芸の会）／でん伝体操／アンクル

パラダイス／静岡ハンディキャップ太鼓の会

【メッセ・ブース部門】（37団体）

（出展団体）アレミティ古着＆スポーツシューズ回収プロジェクト／5日で5,000枚の約束／

NGOコーディリエラ・グリーン・ネットワーク／小川三知を讃える会／カチカ

チ鳥／ 特非 Café’ de 寺子屋／小瀬戸の文化と歴史を未来につなぐ会／(特非)子
ども虐待防止センター・しずおか／サイエンスぽけっと／しずおかおちゃこ会／

シズオカオーケストラ／静岡建築遺産楽会／しずおかこどものがたりゼミ／静岡

市葵区安西番町地域包括支援センター／ 特非 静岡市障害者協会／ 一社 しずお

テーマ：「番町学園祭～Re.○○からのものがたり～」

開催日：10月15日 日 10：00～15：00

世界規模の感染症の不安は和らいだとはいえ、現在の社会状況の中で漠然とした不安を打

ち消せない日々が続く。番町学園祭が、さまざまな市民活動団体が語る“Re.再び紡ぎ始め

る「ものがたり」”をひとつのきっかけとして、多くの方々が元気や勇気を見つけていく

機会となることを願い、7月から実行委員会を立ち上げ企画した。

（実行委員会 19団体／委員 28名）
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か住環境防災サポートセンター／しずおか都市の木化構想推進project委員会／静

岡2.0／ 特非 静岡盲ろう者友の会／静岡市市民自治推進課／しぞ～か防災かる

た委員会／杣プロジェクト／ 特非 助け合いネット静岡／つながりあいず／

特非 伝技塾／日興美術／ 特非 日本ゆたかなまちづくり研究会／HARADAグ

ループ／ 特非 ひまわり事業団それいゆ／まぁるいしずおかステップアップ委

員会／ 特非 まちなびや／まなキキプロジェクト／ママの部活動／三保コミュニ

ティデザインLabo／ 一社 三保松原3 rings プロジェクト／昔話朗読研究会かた

かご／ 福 ラルシュかなの家

【マルシェ部門】（14団体）

（参加店舗）内牧パパイヤ農園／カフェ奏楽遊楽 そらゆら ／静岡ゆうきの会／小農を考える

会／百笑来love ひゃくしょうくらぶ ／松永農園／R荘／ベーカリーメルヘン／

LIRAのお庭／旬菜大食坊ごっちゃあん／豆庵／森のくまさん

（協力団体）七間町青空市／静岡商工会

【休憩・飲食スペース】（2団体）

（出店団体）海野兼太郎商店／杣プロジェクト

【記念品等協力】（2団体）

公財 静岡県グリーンバンク／ 特非 助け合いネット静岡

2023(令和5)年度事業報告

〈3〉運営委員会、拡大運営委員会

①5月11日 水 ・②9月14日 木 ・③12月14日 木 ④令和6年3月14日 木 （拡大運営委員会）

運営委員：静岡市ボランティア団体連絡協議会、静岡市社会福祉協議会、二番町自治会、

NPO法人静岡FIDサッカー連盟、ママの部活動、杣プロジェクト、NPO法人ボランティア

協会、番町市民活動センター

（（５５））関関係係機機関関、、団団体体等等ととのの間間のの連連携携及及びび交交流流のの促促進進

〈1〉利用者会議

・7月8日 土 夏の回（利用者会議）

昼の部 （参加者 19名）夕の部 （参加者 18名）

・令和6年2月1日 木 冬の宴（利用者会議）（参加者 35名・23団体）

〈2〉利用者アンケート

実施日：12月17日 日 ～1月31日 水 「利用者アンケート」（回答数 234件）
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民間の市民活動・ボランティア活動推進機関として活動を続けるためには、多くの方に協会を
知っていただくとともに、会費や寄付金収入など安定した財源の確保が不可欠であることから、
年間を通じて本協会事業の参加者や関わってくださった方々に協力を呼びかけた。6月1日 木
～7月31日 月 の2ヵ月間を会員増強キャンペーン期間としたが、いずれの会費も目標には届か
ず全体の会員達成率は72.7%にとどまった。昨年度よりも達成率が下回った要因として、リフ
トバス運行事業の終了にともない、特別会員が減ったことがあげられる。

2023(令和5)年度事業報告

（（２２））ボボララ協協のの夏夏ののととくくべべつつ募募金金・・年年末末年年始始ととくくべべつつ募募金金

コロナ禍で新しい生活様式が浸透し、リモートやオンラインで完結してしまうことが多く
なった。そうした状況下であっても本協会では、現場に出向き、声を聞くことを大切にしな
がら活動に取り組んできている。今年度はさまざまな事業がコロナ禍以前の規模に戻りつつ
あるが、事業運営は厳しい状況での取り組みとなっている。誰もが安心して暮らせる社会を
めざし、人と人、心と心のつながりを大切に継続して活動を続けていくため、今年度も夏と
年末年始のとくべつ募金を実施し、自主財源の確保に努めた。

【夏のとくべつ募金】
実施期間：7月1日 土 ～9月30日 土
協力依頼：協会会員、昨年度募金協力者、市町社会福祉協議会、市民活動センター、

各事業でかかわったみなさま等
募金総額：42件 199,509円

【年末年始とくべつ募金】
実施期間：12月1日 金 ～令和6年1月31日 水
協力依頼：協会会員、昨年度協力者、機関誌配布先、社会福祉協議会、各事業でかかわった

みなさま等
募金総額：75件 542,452円

（（３３））第第３３９９回回ボボララ協協ののししずずおおかか福福祉祉ババザザーールル シシズズウウエエルル

～～思思いいややりりつつななげげよようう ♬♬ ボボララ協協ああっったたかかままつつりり～～

人と人との思いやりを感じられる場として、福祉バザー
ル「思いやりつなげよう♬ボラ協あったかまつり」を今年
度も開催した。
ボランティアや市民活動団体に関わっていただき、ささ
やかながら人とふれあうぬくもりを感じられる場となっ
た。

【開催日】11月3日 金・祝 10：00～15：00
【会場】静岡県総合社会福祉会館（シズウエル）

1階101・102・103・104会議室

【内容】・63件の個人・団体の方々からバザーの品物をご提供いただいた。 売上：275,010円
・準備から当日の運営までに142名のボランティアの協力を得た。

・おまつりには福祉団体やフェアトレードに取り組む団体等に出展いただいた。

（参加団体）連合静岡、 福 明光会、静岡県労働金庫＆静岡県司法書士会、 特非 カレーズの会

１１ 自自主主財財源源をを確確保保ししてていいくくたためめのの事事業業

（（１１））会会員員管管理理・・会会員員獲獲得得

ⅤⅤ.. 組組織織及及びび基基盤盤強強化化をを図図るる取取りり組組みみ
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本業を活かした企業の社会貢献活動との連携として、清涼飲料水メーカーの協力のもとに、
清涼飲料水の自動販売機を設置することでボランティア活動の支援につながる仕組み「1本
のジュースがVolunteerを応援」に取り組んでいる。自動販売機の売り上げに応じて売上金
の中から寄付をいただき、令和5年度は90台が稼働した。

２２ 本本業業をを活活かかししたた企企業業のの社社会会貢貢献献活活動動とと連連携携

１１本本ののジジュューーススがが をを応応援援

３３ 理理事事会会・・定定期期総総会会のの開開催催とと事事務務局局のの連連携携

【協力企業】
ダイドードリンコ㈱／㈱伊藤園／東海ビバレッジサービス㈱／ＦＶジャパン㈱／
サントリービバレッジサービス㈱

寄付金総額：1,092,464円

協会と協会組織の強化、充実を図るため以下のとおり理事会・

定期総会を開催した。

【定期総会】

開催日：5月21日 日 13：30～16：15
会 場：静岡県総合社会福祉会館6階 601会議室

内 容：議案審議、二胡演奏会、記念講演

ゲスト：二胡演奏 鈴木裕子さん

（（５５））リリササイイククルルででボボラランンテティィアアをを応応援援

書き損じた年賀はがきや未使用のまま眠っているはがきの提供を呼びかけ、郵便局で新しい

葉書や切手に交換し、情報提供や連絡調整など事業運営にあたる通信費とする。令和5年度

は、43件の個人・団体より1,820枚の寄付をいただいた。

また使用済み切手の提供を呼びかけ、令和5年度は、166件の個人・団体より300.1キログラ

ムの寄付をいただいた。いただいた切手は「切手コツコツ整理ボランティア」（38件の個

人・団体）が249.1キログラムを整理してくださった。自宅で気軽にできるボランティアと

して幅広い年齢層の方々に関心を寄せていただいた。

（（４４））課課題題解解決決ププロロジジェェククトト募募金金

次世代を担う若者たちに、身近にある福祉課題を「知り」「考える」ことで、『困りご
と』に気づく目を育てる『学びの機会』を作るために、今年度も静岡県共同募金会が実施
する「課題解決プロジェクト募金」に参加し、1月から3月までの3か月間、目標額の達成に
むけた募金活動に取り組んだ。1月に能登半島地震が発生し、募金の呼びかけを積極的に
取り組めず目標の達成には及ばなかったが、いただいた募金は、令和6年度実施「共生社
会づくり」事業に活用される。

【実施期間】令和6年1月1日 月・祝 ～3月31日 土
【目標額】562,000円
【実績額】36件 298,700円
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○技術系ボランティアの活動拠点

「みんなの居場所『ふらっと』」を床上浸水家屋へ対応

する技術系ボランティアの活動拠点として活用しながら、

マルノコやインパクト等の電動工具の取り扱いや、現地

調査の方法を学ぶ講習会の実施、こども工作教室を開催し

技術系ボランティアの養成を行った。

○喫茶「ふらっと」の開催

地域住民が気軽に立ち寄れる場所として、足湯の提供を

はじめ、健康体操、おしゃべり会を開催しながら、被災

住民の見守りを行った。

２２ 令令和和４４年年台台風風第第１１５５号号 みみんんななのの居居場場所所「「ふふららっっとと」」運運営営事事業業

令和4年9月23日 金・祝 の夜から24日 土 明け方にかけて発生した台風第15号の継続支援

として、浸水や大規模停電・断水などの被害が大きかった静岡市清水区に設置した「みんな

の居場所『ふらっと』」の運営に携わり、地域ささえあいセンターや地域包括支援センター

と連携し、支援活動に取り組んだ。

ⅥⅥ.. 災災害害支支援援のの取取りり組組みみ

（日本財団助成事業）

記念講演：

「アフガニスタンの今」

講師：レシャード・カレッドさん

（認定NPO法人カレーズの会理事長）

【理事会】

第1回 5月21日 日 令和4年度事業報告、決算

第2回 7月 1日 土 理事長・副理事長・常務理事の選任

第3回 10月25日 水 中間総括・補正予算案等

第4回 令和6年 1月31日 水 令和6年度事業方針等

第5回 令和6年 3月26日 火 令和6年度事業計画案、予算案審議等

１１ 緊緊急急等等助助成成事事業業 （静岡県共同募金配分金事業）

今年度は6月15日 木 、静岡市駿河区にある社会福祉法人

恩賜財団済生会支部静岡県済生会「特別養護老人ホーム小

鹿苑」の敷地内に防災倉庫を設置することができた。

この防災倉庫内には静岡県社会福祉協議会が、静岡県共同

募金配分金を活用し、災害時に使用する活動資機材を整備

している。6月28日 水 には、小鹿苑、県社協、本協会に

加えて、静岡市社会福祉協議会、西豊田学区自治会、西豊

田地区民生委員児童委員協議会の6団体で覚書を締結し、

毎年倉庫内の点検管理と共に防災訓練を実施する。

防災倉庫設置の取り組みは平成29年度から継続して実施し、

今年度で県内7件目となる。
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2023(令和5)年度事業報告

○交流イベントの開催

避難された方々のつながりづくりや情報共有の場として、

日本財団の助成をいただき全2回の交流会を開催した。

・富士山で交流会

開催日：8月6日 日

参加者：20名（関係者含む）

・希望のつばさ交流会

開催日：10月8日 日

会場：静岡県総合社会福祉会館 階 会議室

参加者： 名（関係者含む）

○支援募金

継続的に活動をしていくために、今年度も支援募金の

協力を呼びかけ、67件の個人・団体から 1,835,298円
のご寄付をいただいた。

生活一時金や渡航費補助金、交流会等イベント運営費

などに活用させていただいた。

○生活一時金、渡航費補助の支給

静岡に避難してからの生活状況や現在の困りごとなど、

共同代表が一人ひとりと面談し、一世帯につき5万円の

生活一時金を支給。新たに静岡県に避難して来た方に

ついては、昨年度と同様に1人あたり5万円の渡航費補

助も行った。

３３ ウウククラライイナナ避避難難者者へへのの交交流流・・共共生生促促進進事事業業

令和4年2月24日に始まったロシア軍のウクライナ侵攻で、静岡県に避難してきた方々に対

して、社協や市民活動団体、行政が情報を共有し支援を行う目的で設立した「ウクライナ希

望のつばさSHIZUOKA」の事務局を担い、継続した支援活動に取り組んだ。

（日本財団助成事業）

○学習支援

近隣の小・中学生に対して、大学生による学習支援「学習ひろば」を開催し、学びを深める

環境を提供した。

○ミニイベントの開催

地域の住民とのコミュニケーションを図る機会として、もちつきや豆まき、ひなまつりなど

季節の行事に合わせたイベントを全12回開催し、のべ850名の方が参加した。
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2023(令和5)年度事業報告

４４ トトルルココ・・シシリリアア地地震震緊緊急急支支援援対対応応

令和5年2月6日未明にトルコ南東部のシリア国境近くで発生したトルコ・シリア地震では

多くのビルや家屋が崩壊する甚大な被害により、56,000人を超える方々が亡くなられた。

この災害に対し、日頃からつながりのある、阪神淡路大震災で大きな被害を受けた神戸市に

拠点をおき、世界各地の災害を支援する「CODE海外災害救助市民センター」の現地での支

援活動を応援する「ボランティア活動支援金」の協力を呼びかけ、昨年度からの総計として

81件の個人・団体から1,001,617円の寄付をいただいた。

「CODE海外災害救助市民センター」には全3回 800,000円を送金し、9月に開催した現地活

動報告会の会場で、募金活動に協力をしてくださった高校生から直接100,000円を手渡し、

総額 900,000円の支援金をお届けした。

【現地活動報告会】

開催日：9月30日 土 ： ～ ：

会場：静岡県地震防災センター ないふるホール

ゲスト：吉椿雅道さん（特定非営利活動法人 CODE海外災害援助市民センター事務局長）

山村太一さん、植田隆誠さん（現地同行学生スタッフ）

参加者： 名（オンライン参加者含む）

５５ 令令和和６６年年能能登登半半島島地地震震緊緊急急支支援援対対応応

令和6年1月1日に石川県能登地方で発生したマグニチュード7.6 最大震度7の能登半島地震で

は、地震と津波により241名が尊い命を奪われ、多数の家屋に大きな被害が生じた。

この災害に対して、協会は名古屋市に本拠地をおく認定NPO法人レスキューストックヤー

ドと連携し、石川県穴水町での支援活動に取り組むことを決定した。

現地でのボランティア活動に必要となる資金の確保のために、1月10日から「ボランティア

活動支援金」の呼びかけを始めた。あわせて、ボランティアの宿泊拠点の調整や被災状況の

把握のために職員を複数回現地に派遣し、受入れ体制を整える準備を重ねている。避難所や

仮設住宅での足湯サロン活動を中心とする本格的な支援活動の取り組みは来年度からとなる。

○支援募金

実施期間：令和6年1月10日 水 からおよそ半年間

募金総額：169件 6,303,079円（令和6年3月31日現在）
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  令令和和 年年度度 決決算算報報告告

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 

 

 



　 　 　

33,,330000,,000000 33,,330000,,000000 22,,552233,,000000 △△  777777,,000000

22,,770000,,000000 22,,770000,,000000 22,,118833,,000000 △△  551177,,000000
　個人  3,000円×331口
　団体 10,000円×119口 2,183,000

330000,,000000 330000,,000000 222200,,000000 △△  8800,,000000 　賛助  5,000円×44口 220,000

330000,,000000 330000,,000000 112200,,000000 △△  118800,,000000 　特別 30.000円以上×4件 120,000

2200,,335500,,000000 2211,,990000,,000000 2200,,992266,,669922 △△  997733,,330088

　情報提供事業 2,750,000

　ボランティア相談支援事業 4,800,000

　ボランティア研修派遣事業 450,000

　事務局水光熱費等 1,400,000

 　「ケアする人のケア」講座開催事業 500,000

　第45回ボランティア研究集会事業 1,200,000
　市民活動推進事業 1,800,000
　高校生東北スタディツアー 1,000,000

　第45回ボランティア研究集会事業 2,000,000

　災害ボランティアネットワーク委員会 1,000,000

　みんなの居場所ふらっと運営事業 2,570,738
　ウクライナ交流・共生促進事業 815,954
　県議会ボランティア推進議員連盟 90,000
　大槌町観光交流協会 200,000
　静岡リバティライオンズクラブ他 350,000

3377,,445511,,440000 3377,,445511,,440000 3377,,333355,,339999 △△  111166,,000011

　静岡市番町市民活動センター
　指定管理委託料 36,989,999

　使用料徴収事務委託料 345,400

55,,229900,,005533 55,,229900,,005533 55,,229900,,005533 00

　第42回サマーショートボランティア
  活動計画 2,300,000

　ボランティア活動参加促進事業 350,000
　ボランティアガイダンス発行 690,000
　ボランティアによる災害時の要配慮者
　支援事業 600,000

　課題解決プロジェクト募金 350,053
　緊急等助成資金 1,000,000

00 00 552222,,000000 552222,,000000

33,,550000,,000000 33,,550000,,000000 33,,225599,,440000 △△  224400,,660000

66,,550000,,000000 66,,550000,,000000 22,,335544,,442266 △△  44,,114455,,557744

　１本のジュース売上寄付金 1,092,464
　一般寄付 466,662
　夏・冬とくべつ募金 756,961
　切手換金寄付金他 38,339

88,,000000,,000000 88,,000000,,000000 66,,441177,,008855 △△  11,,558822,,991155

33,,000000,,000000 33,,000000,,000000 22,,115500,,000000 △△  885500,,000000 　年次レポート・ＳＳＶ・Ｖ研等広告協賛 2,150,000

55,,000000,,000000 55,,000000,,000000 44,,226677,,008855 △△  773322,,991155 　印刷等使用料、管理費他 4,267,085

8844,,339911,,445533 8855,,994411,,445533 7788,,662288,,005555 △△  77,,883355,,339988

996666,,552233 996666,,552233 996666,,552233 00

8855,,335577,,997766 8866,,990077,,997766 7799,,559944,,557788 △△  77,,883355,,339988

　　　日本財団助成金収入 22,,990000,,000000 44,,225500,,000000 33,,338866,,669922 △△  886633,,330088

８．諸収入

広告協賛収入

雑収入

　　当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

　　前前期期繰繰越越収収支支差差額額

　　収収　　入入　　合合　　計計　　（（ＢＢ））

７．寄付金収入

寄付金収入 66,,550000,,000000 66,,550000,,000000 22,,335544,,442266 △△  44,,114455,,557744

　人づくり基金
　（スタディツアー応援募金） 522,000

６．事業収入

事業収入 33,,550000,,000000 33,,550000,,000000 33,,225599,,440000 △△  224400,,660000 　参加費・バザー・その他収入 3,259,400

５．繰入金収入

繰入金収入 552222,,000000 552222,,000000

４．共同募金会配分金収入

共同募金会配分金収入 55,,229900,,005533 55,,229900,,005533 55,,229900,,005533 00

静岡市指定管理委託
事業収入

3377,,445511,,440000 3377,,445511,,440000 3377,,333355,,339999 △△  111166,,000011

３．委託事業収入

その他の助成金収入 555500,,000000 775500,,000000 664400,,000000 △△  111100,,000000

　　　静岡県労働者福祉基金協会
　　　助成金収入

33,,000000,,000000 33,,000000,,000000 33,,000000,,000000 00

県社協助成金収入 99,,440000,,000000 99,,440000,,000000 99,,440000,,000000 00

ふれあい基金助成金収入 44,,550000,,000000 44,,550000,,000000 44,,550000,,000000 00

Ⅰ　収入の部

１．会費収入

正会員収入

賛助会員収入

特別会員収入

２．助成金収入

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

本本 来来 事事 業業 一一 般般 会会 計計 収収 支支 決決 算算 書書

令令和和55年年44月月11日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで
（単位　円）

科 目 当初予算額 補正後予算額① 決　算　額②
増　　△　　減

（②－①）
備 考
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（単位　円）

　 　 　

1155,,336600,,000000 1155,,336600,,000000 99,,554422,,227700 △△  55,,881177,,773300

660000,,000000 660000,,000000 669933,,223355 9933,,223355

660000,,000000 660000,,000000 669933,,223355 9933,,223355

1122,,117700,,000000 1122,,117700,,000000 66,,110077,,551188 △△  66,,006622,,448822

88,,550000,,000000 88,,550000,,000000 33,,994477,,338811 △△  44,,555522,,661199

11,,330000,,000000 11,,330000,,000000 885577,,992233 △△  444422,,007777

22,,337700,,000000 22,,337700,,000000 11,,330022,,221144 △△  11,,006677,,778866

22,,559900,,000000 22,,559900,,000000 22,,774411,,551177 115511,,551177

110000,,000000 110000,,000000 8866,,880022 △△  1133,,119988

22,,330000,,000000 22,,330000,,000000 22,,449944,,990044 119944,,990044 　事務局水光熱費・共益費他

4400,,000000 4400,,000000 4400,,118800 118800

115500,,000000 115500,,000000 111199,,663311 △△  3300,,336699

6688,,446611,,440000 7700,,001111,,440000 6677,,666688,,334422 △△  22,,334433,,005588

6688,,446611,,440000 7700,,001111,,440000 6677,,666688,,334422 △△  22,,334433,,005588

　新聞刊行物情報誌購読料他 277,632

　ボランティアの手引き発行 770,000

　ボランティア相談支援事業 4,805,423

　市民活動推進事業 2,148,159

　第45回静岡県Ｖ研究集会 4,019,989
　第42回サマーショートボランティア
　活動計画 3,555,176

　ボランティア研修派遣 450,138

　青少年の異文化交流体験事業 2,184,182
　ボランティアによる災害時の要配慮者
　支援事業 670,606

　災害ボランティアネットワーク委員会 1,000,514

　「ケアする人のケア」講座開催費 662,919
  ボランティア活動参加促進事業 390,849

　高校生東北スタディツアー 1,467,058

　高校生・大学生と共につくる
　共生社会づくり事業 350,533

　みんなの居場所ふらっと運営事業 2,570,738

　ウクライナ交流・共生促進事業 815,954

　緊急等助成資金事業 1,000,000

　機関誌印刷費・送料 418,984

　取材費等 14,080

22,,775500,,000000 22,,775500,,000000 22,,775566,,992244 66,,992244 　情報提供事業
　（ホームページ運営・管理等） 2,756,924

　番町市民活動センター指定管理 36,993,084
　番町市民活動センター指定管理
　（徴収事務費） 345,400

550000,,000000 550000,,000000 336611,,006677 △△  113388,,993333

550000,,000000 550000,,000000 336611,,006677 △△  113388,,993333 　保険・整備費等維持・管理費 361,067

5500,,000000 5500,,000000 00 △△  5500,,000000

5500,,000000 5500,,000000 00 △△  5500,,000000

8844,,337711,,440000 8855,,992211,,440000 7777,,557711,,667799 △△  88,,334499,,772211

2200,,005533 2200,,005533 11,,005566,,337766 11,,003366,,332233

998866,,557766 998866,,557766 22,,002222,,889999 11,,003366,,332233

　　当当期期支支出出合合計計（（ＣＣ））

　　当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））--（（ＣＣ））

　　次次期期繰繰越越収収支支差差額額（（ＢＢ））--（（ＣＣ））

※※一一時時借借入入金金のの限限度度額額をを３３００００万万円円ととすするる。。
※※各各中中科科目目ににおおいいてて予予算算のの流流用用ををすするるここととががででききるる。。

３．自動車維持費

1．自動車維持費

４．予備費

1．予備費

５．情報提供事業

６．番町市民活動ｾﾝﾀｰ
　　指定管理事業

3377,,445511,,440000 3377,,445511,,440000 3377,,333388,,448844 △△  111122,,991166

３．一般事業費 88,,442200,,000000 99,,997700,,000000 88,,992299,,117711 △△  11,,004400,,882299

４．広報誌発行事業 555500,,000000 555500,,000000 443333,,006644 △△  111166,,993366

88,,000011,,221144 333311,,221144

２．研修費 1111,,662200,,000000 1111,,662200,,000000 1100,,220099,,448855 △△  11,,441100,,551155

４．雑費

２．事業費

１．事業費

１．市民活動サポート
　　センター活動費

77,,667700,,000000 77,,667700,,000000

２．諸手当

３．厚生費

３．事務所費

１．旅費

２．需用費

３．分担金

Ⅱ　支出の部

１．運営費

１．会議費

１．会議費

２．管理費

１．役員報酬・職員給料

科 目 当初予算額 補正後予算額① 決　算　額②
増　　△　　減

（②－①）
備 考
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特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会

Ⅰ 経常収益
受取会費
正会員受取会費
賛助会員受取会費
特別会員受取会費
受取寄付金
受取寄付金
資産受贈益
受取助成金等
受取助成金
受取配分金
受取補助金
事業収益
自治体受託事業収益
民間受託事業収益
自主事業収益
その他収益
受取利息
広告協賛収益
雑収益
繰入金収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用

事業費
（1） 人件費

給料手当
法定福利費
福利厚生費
人件費計

（2） その他経費
会議費
水光熱費
講師費
委員費
旅費交通費
印刷製本費
消耗品費
通信運搬費
新聞図書費
賃借料
雑費
修繕費
租税公課
その他経費計

事業費計
管理費
（1） 人件費

役員報酬・給料手当
法定福利費
福利厚生費
人件費計

（2） その他経費
会議費
旅費交通費
印刷製本費
通信運搬費
水光熱費
消耗品費
賃借料
雑費
修繕費
租税公課
減価償却費
その他経費計

管理費計
経常費用計

当期経常増減額
Ⅲ 経常外収益

特定資産増加益
経常外収益計

Ⅳ 経常外費用
雑損失

経常外費用計

当期正味財産増減額
前期繰越正味財産額
次期繰越正味財産額

活  動  計  算  書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科目 金額
（単位：円）
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特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会

重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準によっています。同基準では、特定非営利活動法人促進法第28条第1項の収支計算書を活動計算書と呼んでいます。

（1）固定資産の減価償却の方法 有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却しています。

（2）消費税の会計処理 消費税は税込経理によっています。

事業別損益の状況

　事業別損益の状況は以下の通りです。 （単位：円）

市民活動サポート
センター事業

ボランティア
研究集会事業

ｻﾏｰｼｮｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動計画事業

ボランティア
研修派遣事業

青少年異文化
交流体験事業

ボランティアによる
災害時の要配慮者

支援事業

南海トラフ巨大地震
等に備えた災害V
ネットワーク事業

ｹｱする人のｹｱ
講座開催事業

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動
参加促進事業 プロジェクト

共生社会づくり
事業

ウクライナ
交流・共生促進

令和4年台風15号
ふらっと運営事業

緊急等
助成資金事業

広報誌発行事業 情報提供事業
番町市民活動ｾﾝﾀｰ

指定管理事業
事業部門 管理部門 合計

Ⅰ 経常収益

1　受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

特別会員受取会費

2　受取寄付金

受取寄付金

資産受贈益

3　受取助成金等

受取助成金

受取配分金

受取補助金

4　事業収益

自治体受託事業収益

民間受託事業収益

自主事業収益

5　その他収益

受取利息

広告協賛収益

雑収益

繰入金収益

経常収益計

Ⅱ 経常費用

人件費

給料手当

法定福利費

福利厚生費

人件費計

その他経費

会議費

水光熱費

講師費

委員費

旅費交通費

印刷製本費

消耗品費

通信運搬費

新聞図書費

賃借料

雑費

修繕費

租税公課

減価償却費

その他経費計

経常費用計

当期経常増減額 △ 351,534 △ 138 △ 55,942 △ 11,606 △ 514 △ 40,849 △ 480 △ 433,064 △ 6,924 △ 709,429

固定資産の増減内訳 （単位：円）

期首取得価額 取得 減少 期末取得価額
減価償却
累計額

期末帳簿価額

有形固定資産

什器備品他

定期積立金

合計

財務諸表の注記

科目

科目
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(用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

特定非営利活動法人

静岡県ボランティア協会

（単位：円）

Ⅰ 資産の部

流動資産

現金預金

未収入金

立替金

仮払金

流動資産合計

固定資産

積立預金

車輛運搬具

什器備品

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

流動負債

預り金

未払金

流動負債合計

負債合計

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産

当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

貸　借　対　照　表

令和6年3月31日現在

科目 金額

本来事業一般会計
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(用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

特定非営利活動法人

静岡県ボランティア協会

（単位：円）

Ⅰ 資産の部

流動資産

現金預金

普通預金 静岡銀行

郵便振替預金 名古屋地方郵便局

普通預金 静岡県労働金庫

未収入金

立替金

仮払金

流動資産合計

固定資産

積立預金 静岡銀行

車輛運搬具

什器備品

固定資産合計

資産合計

Ⅱ 負債の部

流動負債

預り金

未払金

流動負債合計

負債合計

正味財産

本来事業一般会計

財　産　目　録

令和6年3月31日現在

科目 金額

— 32 —



00 3399 3399

普通預金利息収入 39

226655,,000000 990011,,118844 663366,,118844

国際災害V支援活動基金 11,024

ボランティア人づくり基金 545,974

トルコ・シリア地震支援募金 227,186

災害時のボランティア活動資金 117,000

00 00 00

226655,,000000 990011,,222233 663366,,222233

88,,117788,,664444 88,,117788,,664444 00

88,,444433,,664444 99,,007799,,886677 663366,,222233

00 552222,,000000 552222,,000000

ボランティア人づくり基金

　スタディツアーINアジア応援募金 522,000

110000,,000000 00 △△  110000,,000000

100,000 0 △ 100,000 ボランティア人づくり基金

331133,,000000 445522,,999900 113399,,999900

寄付金送金（トルコシリア地震） 400,000

報告会諸経費（トルコシリア地震） 52,990

22,,000000 116677,,119955 116655,,119955

残高証明書発行手数料他 1,100

防災倉庫設置諸経費（災害時V活動資金） 150,977

パンフレット印刷代（災害時V活動資金） 15,118

441155,,000000 11,,114422,,118855 772277,,118855

△△  115500,,000000 △△  224400,,996622 △△  9900,,996622

88,,002288,,664444 77,,993377,,668822 △△  9900,,996622

39390

決決算算額額②②予予算算額額①①

0 0 0

265,000 901,184 636,184

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会　　本本来来事事業業特特別別会会計計収収支支計計算算書書

　　　　令令和和55年年44月月11日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで

(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目
増増　　△△　　減減
（（②②--①①））

備備　　　　　　　　　　　　考考決決算算額額②②予予算算額額①①

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  基基本本財財産産利利子子収収入入

基本財産利子収入

22..  寄寄付付金金収収入入

寄付金収入

次次 期期 繰繰 越越 収収 支支 差差 額額
（（ BB ）） －－ （（ CC ））

44..  雑雑費費

22..  基基本本財財産産積積立立金金

基本財産積立金

当当期期支支出出差差額額（（AA））--（（CC））

募金関係諸経費

雑　　費

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ CC ））

165,195167,1952,000

11..  繰繰出出金金

313,000 452,990 139,990

33..  募募金金関関係係諸諸経経費費

特別会計繰出金 522,000522,000

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

33..  繰繰入入金金収収入入

繰入金収入

科科　　　　　　　　　　目目
増増　　△△　　減減
（（②②--①①））

備備　　　　　　　　　　　　考考

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

(単位　円）

前前 期期 繰繰 越越 収収 支支 差差 額額

収収 入入 合合 計計 （（ BB ））
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

現金預金 8,187,138

未収入金 3,506,891

　　　　　流動資産の合計 11,694,029

　　　　資産合計 11,694,029

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 846,735

預り金 2,909,612

　　　　　流動負債の合計 3,756,347

　　　　負債合計 3,756,347

Ⅲ　正味財産の部

　　　　　前期繰越正味財産 8,178,644

　　　　　当期正味財産増加額 △ 240,962

　　　　当期正味財産合計 7,937,682

　　　　　負債及び正味財産合計 11,694,029

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
本 来 事 業 特 別 会 計 ＜ 貸 借 対 照 表 ＞
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

　　　　　現金預金

静岡銀行普通預金 （災害時のV受入れ活動資金） 4,386,813

郵便振替預金 （災害時のV受入れ活動資金） 352,420

郵便振替預金 （国際災害支援活動基金） 3,001,110

郵便振替預金 （人づくり基金） 446,795

未収入金 3,506,891

流動資産合計 11,694,029

　　　　　資産合計 11,694,029

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 846,735

預り金 2,909,612

流動負債合計 3,756,347

　　　　　負債合計 3,756,347

　　　　　正味財産 7,937,682

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
本 来 事 業 特 別 会 計 ＜ 財 産 目 録 ＞
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00

--332299,,226622

00

0

00

0

22,,999999,,887788

22,,667700,,661166

11,,444422,,443355

事務局交通費 8,558
印刷製本費

通信運搬費 4,200
消耗品費

賃借料

雑費他 18,233
人件費

レンタカー代

資機材代

雑費他

拠点家賃・リース料 661,564
拠点水光熱費 234,408
拠点消耗品費 61,011
拠点通信運搬費 109,053
拠点印刷製本費 2,683
拠点雑費他 30,495
学習支援活動費 76,000
サロン運営諸経費 105,714
研修会諸経費 130,516

333355,,331133

335,313 日本財団事業管理費（2,235,425円×15％） 335,313

00

0

11,,777777,,774488 2,163,036

889922,,886688

日本財団　ふらっと運営事業費返還 -329,262

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

令令和和55年年44月月11日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで
(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

令令 和和 44 年年 台台 風風 1155 号号 会会 計計 収収 支支 計計 算算 書書

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  募募金金収収入入

22..  助助成成金金収収入入

助成金収入

募金収入 0

-329,262

(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

33..  繰繰出出金金

現地活動費用 0

次次年年度度 繰繰越越 金金 （（ AA ）） －－ （（ ＢＢ ））

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ ＢＢ ））

繰出金

22..  管管理理費費

管理費

事務局費用 30,991

みんなの居場所「ふらっと」
プロジェクト費用

1,411,444

11..  支支援援活活動動

33..  雑雑収収入入

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

繰入金

　　　　　　  前前年年度度繰繰越越金金

雑収入

44..  繰繰入入金金
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

現金預金 1,045,346

未収入金 5,492,671

仮払金

立替金

　　　　　流動資産の合計 6,538,017

　　　　資産合計 6,538,017

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 5,645,149

預り金

　　　　　流動負債の合計 5,645,149

　　　　負債合計 5,645,149

Ⅲ　正味財産の部

　　　　　前期繰越正味財産 2,999,878

　　　　　当期正味財産増加額 △ 2,107,010

　　　　当期正味財産合計 892,868

　　　　　負債及び正味財産合計 6,538,017

科 目 金 額

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
令 和 4 年 台 風 15 号 会 計 ＜ 貸 借 対 照 表 ＞

令和6年3月31日現在
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

郵便振替預金 名古屋地方郵便局 1,045,346

未収入金 5,492,671

仮払金

立替金

流動資産合計 6,538,017

　　　　　資産合計 6,538,017

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 5,645,149

預り金

流動負債合計 5,645,149

　　　　　負債合計 5,645,149

　　　　　正味財産 892,868

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
令 和 4 年 台 風 15 号 会 計 ＜ 財 産 目 録 ＞
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66,,330033,,007799

00

0

66,,330033,,007799

669955,,880055

事務局交通費 389,238
印刷製本費 14,979
通信運搬費 49,896
消耗品費

賃借料

雑費他 21,142
人件費

レンタカー代

資機材代

雑費他 550
報告会諸経費 20,000
拠点人件費 200,000

5577,,997744

寄贈品 57,974

寄付金送金

663300,,330077

630,307 活動支援金（6,303,079円×10％） 630,307

00

0

11,,338844,,008866 2,163,036

44,,991188,,999933

雑収入

22..  雑雑収収入入

33..  繰繰出出金金

現地活動費用 220,550

次次 年年度度 繰繰越越 金金 （（ AA ）） －－ （（ ＢＢ ））

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ ＢＢ ））

繰出金

22..  管管理理費費

管理費

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  募募金金収収入入

募金収入

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

令令和和66年年11月月1100日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで
(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

令令 和和 66 年年 能能 登登 半半 島島 地地 震震 会会 計計 収収 支支 計計 算算 書書

ボランティア活動支援金（169件） 6,303,079

22..  募募金金送送金金・・寄寄贈贈品品

募金送金・寄贈品 57,974

(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

6,303,079

事務局費用 475,255

11..  支支援援活活動動

ⅡⅡ　　支支出出のの部部
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

現金預金 4,711,182

未収入金 1,254,524

仮払金

立替金

　　　　　流動資産の合計 5,965,706

　　　　資産合計 5,965,706

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 1,046,713

預り金

　　　　　流動負債の合計 1,046,713

　　　　負債合計 1,046,713

Ⅲ　正味財産の部

　　　　　前期繰越正味財産

　　　　　当期正味財産増加額 4,918,993

　　　　当期正味財産合計 4,918,993

　　　　　負債及び正味財産合計 5,965,706

科 目 金 額

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 会 計 ＜ 貸 借 対 照 表 ＞

令和6年3月31日現在
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

郵便振替預金 名古屋地方郵便局 4,711,182

未収入金 1,254,524

仮払金

立替金

流動資産合計 5,965,706

　　　　　資産合計 5,965,706

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 1,046,713

預り金

流動負債合計 1,046,713

　　　　　負債合計 1,046,713

　　　　　正味財産 4,918,993

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
令 和 6 年 能 登 半 島 地 震 会 計 ＜ 財 産 目 録 ＞
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222277,,118866

227,186 支援募金（17件） 227,186

226677,,113311

449944,,331177

9911,,888888

印刷製本費 3,251
報告会費用 88,087
雑費（送金手数料他） 550

440000,,000000

22,,442299

2,429 2,429

449944,,331177

00

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ ＢＢ ））

次次 年年度度 繰繰越越 金金 （（ AA ）） －－ （（ ＢＢ ））

22..  管管理理費費

管理費

事務局費用 91,888

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

11..  支支援援活活動動

(単位　円）

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  募募金金収収入入

募金収入

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

前前年年度度繰繰越越金金

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

トト ルル ココ ・・ シシ リリ アア 地地震震被被災災者者支支援援募募金金会会計計 収収 支支計計 算算書書

令令和和55年年44月月11日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで
(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

22..  募募金金送送金金

募金送金 400,000 CODE海外災害援助市民センター 400,000
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

令和6年3月31日現在
（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

現金預金 3,001,110

未収入金 12,978

仮払金

立替金

　　　　　流動資産の合計 3,014,088

　　　　資産合計 3,014,088

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金

預り金 3,014,088

　　　　　流動負債の合計 3,014,088

　　　　負債合計 3,014,088

Ⅲ　正味財産の部

　　　　　前期繰越正味財産

　　　　　当期正味財産増加額 0

　　　　当期正味財産合計 0

　　　　　負債及び正味財産合計 3,014,088

科 目 金 額

＜ 貸 借 対 照 表 ＞トルコ・シリア地震被災者支援募金会計
特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

郵便振替預金 名古屋地方郵便局 3,001,110

未収入金 12,978

仮払金

立替金

流動資産合計 3,014,088

　　　　　資産合計 3,014,088

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金

預り金 3,014,088

流動負債合計 3,014,088

　　　　　負債合計 3,014,088

　　　　　正味財産 0

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
トルコ・シリア地震被災者支援募金会計 ＜ 財 産 目 録 ＞
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00

0

227788,,991155

227788,,991155

00

事務局交通費

通信運搬費

印刷製本費

消耗品費

雑費（送金手数料他）

00

00

0

00

0

227788,,991155

278,915 一般会計へ繰出 278,915

227788,,991155

00

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

新新 型型 ココ ロロ ナナ 給給 付付 金金 募募 金金 会会 計計 収収 支支 計計 算算 書書

令令和和55年年44月月11日日かからら令令和和66年年33月月3311日日ままでで
(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  募募金金収収入入

募金収入

前前年年度度繰繰越越金金

事務局費用 0

(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 金金　　　　額額 備備　　　　　　　　　　　　考考

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

11..  支支援援活活動動

44..  管管理理費費

22..  募募金金送送金金

募金送金 0

33..  寄寄贈贈品品

寄贈品

管理費

55..  繰繰出出金金

繰出金

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ ＢＢ ））

次次 年年度度 繰繰越越 金金 （（ AA ）） －－ （（ ＢＢ ））
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

令和6年3月31日現在
（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

現金預金 278,915

未収入金

仮払金

立替金

　　　　　流動資産の合計 278,915

　　　　資産合計 278,915

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 278,915

預り金

　　　　　流動負債の合計 278,915

　　　　負債合計 278,915

Ⅲ　正味財産の部

　　　　　前期繰越正味財産 278,915

　　　　　当期正味財産増加額 △ 278,915

　　　　当期正味財産合計 0

　　　　　負債及び正味財産合計 278,915

科 目 金 額

＜ 貸 借 対 照 表 ＞新 型 コ ロ ナ 給 付 金 募 金 会 計
特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
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（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

（単位　円）

Ⅰ　資産の部

　　　１　流動資産

郵便振替預金 名古屋地方郵便局 278,915

未収入金

仮払金

立替金

流動資産合計 278,915

　　　　　資産合計 278,915

Ⅱ　負債の部

　　　１　流動負債

未払金 278,915

預り金

流動負債合計 278,915

　　　　　負債合計 278,915

　　　　　正味財産 0

科 目 金 額

令和6年3月31日現在

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会
新 型 コ ロ ナ 給 付 金 募 金 会 計 ＜ 財 産 目 録 ＞
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4,626,621

一 般 会 計 合 計

静岡銀行

ゆうちょ銀行

静岡県労働金庫

553,166 5,107,357 280,608

5,107,357

280,608

小　　計

ゆうちょ銀行
郵便預金

特別会計（災害）

特別会計　小計

国際災害V支援活動基金

令和4年台風15号Ｖ支援募金

静岡銀行
普通預金

ゆうちょ銀行
郵便預金

352,420 3,447,905

新型コロナ給付金募金 278,915

令 和 5 年 度 一 般 会 計 預 金 高 表

積立預金普通預金郵便預金普通預金

令和6年3月31日現在

446,795

6,035,4434,990,0971,045,3460

3,001,110 3,001,110

4,386,813

0

278,915

8,187,138

1,045,346

郵便預金特別会計総合計 14,222,581合計9,835,7684,386,813普通預金

合計

人づくり基金

災害時のボランティア活動資金 4,386,813

ゆうちょ銀行
郵便預金

ゆうちょ銀行
郵便預金

静岡銀行
普通預金

令和6年3月31日現在

合計

（単位　円）

令 和 5 年 度 特 別 会 計 預 金 高 表

4,346,013

（単位　円）

4,346,013

553,166

10,287,144

5,107,357

553,166

1,045,346

合計

4,739,233

能登半島地震募金 4,711,182 4,711,182

446,795

352,420
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  令令和和 年年度度 事事業業計計画画

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 

 

 



 
 

１．令和６年度 事業方針
コロナ禍を経て、ボランティア・市民活動もようやく行動制限もなく本格的に

行うことができるようになった。今年設立 47 年を迎える本協会は、本年度もさら

にボランティア活動・市民活動を広く啓発し、市民の参加と学びの機会を創って

いく。また、個人、団体、企業、大学などを繋ぎ、コロナ禍で希薄になったさま

ざまなつながりを取り戻し、あるいは新たな人のつながり拡がりが生まれる場や

機会の創出を通し、だれもが安心して暮らせる社会の実現を目指して、令和 6 年

度事業に取り組んでいく。

((１１))   次次代代をを担担うう青青少少年年育育成成事事業業  

夏のボランティア活動体験、高校生東北スタディツアー、高校生スタディ

ツアー(タイ)、共生社会づくり事業など、次代を担う青少年が実体験から学び、

多様な人や価値観などさまざまな出会いを得ることができる場を提供する。 

((２２))   ケケアアのの文文化化をを社社会会にに浸浸透透ささせせるる事事業業  

家庭や地域で介護や育児にかかわる当事者の方や、ケアの仕事に携わる人、

さらには、それを支えるボランティアや市民が皆で支え合うケアを考えられ

るよう「ケアの文化を学ぶ」機会をつくる。 

((３３)) 「「つつななぐぐ」」活活動動事事業業  

行政・企業・NPO・大学等の多様なセクターを「つなぐ」活動を進め、顔

の見える関係づくりを基本に協働の促進に努めていく。 
静岡市番町市民活動センターは、平成 21 年 10 月指定管理を開始し本年 10

月に 15 年を迎える。静岡市は昨年度制定した「第 4 次市民活動促進計画」に

沿った形でセンターのあり方の検討を始めており、当センターとしても主体

的にまちづくり、社会づくりにかかわる「自治する市民」の裾野を広げるた

め、その活動をサポートしていく体制を整え、取り組みを進める。 

((４４))   大大規規模模災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアア活活動動のの体体制制整整備備事事業業  

大規模災害発生時に立ち上がる「静岡県災害ボランティア本部・情報セン

ター」の運営にあたり、県社会福祉協議会と共に体制整備に努める。 

((５５))   災災害害等等のの支支援援事事業業  

ウクライナから本県への避難者を支援する「ウクライナ希望のつばさ

SHIZUOKA」の事務局として活動を継続する。今後どのような支援を継続し

ていくのか、関係者で協議の上で進めていく。 
令和 6 年能登半島地震被災者支援として必要とされる活動に取り組む。 

((６６))   組組織織及及びび財財政政のの基基盤盤強強化化事事業業  

個人、団体、企業等に対し、正会員(個人・団体)へのお誘いや、賛助会員

として活動を支えていただけるよう働きかけていく。さらに、「夏のとくべ

つ募金」「年末年始とくべつ募金」を呼びかけ、事業実施にあたっては助成

金申請を積極的に行なっていく。赤い羽根共同募金「課題解決プロジェクト

募金」に取り組む。 
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２． 実施計画 
  
  
  

  
  
  
１１．．ボボラランンテティィアア活活動動体体験験事事業業  

第第 4433 回回ササママーーシショョーートトボボラランンテティィアア活活動動計計画画  
（（共共同同募募金金会会配配分分金金事事業業・・県県議議会会ボボラランンテティィアア推推進進議議員員連連盟盟助助成成事事業業））  

社会福祉施設・社会教育施設でのボランティア活動体験を通して、福祉やボラ

ンティアについて理解を深め、命の尊さを知り活動者自身の社会性や生きる力を

養うボランティア体験プログラムを実施する。参加者には、福祉や医療の分野で

働くことを希望する者も多くおり、人材育成事業として大切に育てていく。 
感染症への対応から福祉現場では、外部から人の受け入れが難しいと考えるこ

ともあるため、ボランティアの受け入れに柔軟な対応を求めていく。 
活動先：県内の社会福祉施設等、調整中 
活動期間：8 月 1 日～8 月 30 日 参加者 800 名を目指す。 
 

２２．．青青少少年年のの異異文文化化交交流流体体験験事事業業 （（静静岡岡リリババテティィラライイオオンンズズククララブブ共共催催））  

海海外外ででののボボラランンテティィアア活活動動にに学学ぶぶ高高校校生生ススタタデディィツツアアーーＩＩＮＮアアジジアア   
国際感覚を持ち、地域のボランティア活動に積極的に参加したいと考え

る行動力ある人材育成を目指す。現地研修先となるタイ国東北農村地域の

実情を踏まえた上で訪問計画を立てる。

訪問先：タイ王国・バンコク市内、スリン県サワイ村、タクラーン村

実施時期：事前研修 月～ 月 月 日～ 月 日の予定。

３３．．高高校校生生・・大大学学生生とと共共にに創創るる「「共共生生社社会会づづくくりり」」事事業業  

（（赤赤いい羽羽根根共共同同募募金金「「課課題題解解決決ププロロジジェェククトト募募金金」」助助成成事事業業））  
地域が抱えるさまざまな福祉課題に触れ・学び・考える機会を提供し、共生

社会づくりに関心を持ち、自分たちの手で解決に向け動き出そうとする人材育

成を目指していく。

４４．．TTOOMMOOSSHHIIBBII ププロロジジェェククトト 高高校校生生東東北北ススタタデディィツツアアーー 

（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））  

東日本大震災から 10 年を迎えた 2021 年に、「TOMOSHIBI プロジェクト」

の一環として開始した東北スタディツアーの 4 回目を実施する。 
具体的な訪問先は、岩手県釜石市・大槌町・陸前高田市他 
事前研修：7 月予定  
現地研修：8 月 20 日(火)夜立ち～3 泊 4 日(車中 2 泊) 23 日(金)早朝静岡戻り 
事後研修・報告会：9 月予定  
 

実実施施目目標標１１ 次次代代をを担担うう青青少少年年のの育育成成事事業業 

 
 

１．令和６年度 事業方針
コロナ禍を経て、ボランティア・市民活動もようやく行動制限もなく本格的に

行うことができるようになった。今年設立 47 年を迎える本協会は、本年度もさら

にボランティア活動・市民活動を広く啓発し、市民の参加と学びの機会を創って

いく。また、個人、団体、企業、大学などを繋ぎ、コロナ禍で希薄になったさま

ざまなつながりを取り戻し、あるいは新たな人のつながり拡がりが生まれる場や

機会の創出を通し、だれもが安心して暮らせる社会の実現を目指して、令和 6 年

度事業に取り組んでいく。

((１１))   次次代代をを担担うう青青少少年年育育成成事事業業  

夏のボランティア活動体験、高校生東北スタディツアー、高校生スタディ

ツアー(タイ)、共生社会づくり事業など、次代を担う青少年が実体験から学び、

多様な人や価値観などさまざまな出会いを得ることができる場を提供する。 

((２２))   ケケアアのの文文化化をを社社会会にに浸浸透透ささせせるる事事業業  

家庭や地域で介護や育児にかかわる当事者の方や、ケアの仕事に携わる人、

さらには、それを支えるボランティアや市民が皆で支え合うケアを考えられ

るよう「ケアの文化を学ぶ」機会をつくる。 

((３３)) 「「つつななぐぐ」」活活動動事事業業  

行政・企業・NPO・大学等の多様なセクターを「つなぐ」活動を進め、顔

の見える関係づくりを基本に協働の促進に努めていく。 
静岡市番町市民活動センターは、平成 21 年 10 月指定管理を開始し本年 10

月に 15 年を迎える。静岡市は昨年度制定した「第 4 次市民活動促進計画」に

沿った形でセンターのあり方の検討を始めており、当センターとしても主体

的にまちづくり、社会づくりにかかわる「自治する市民」の裾野を広げるた

め、その活動をサポートしていく体制を整え、取り組みを進める。 

((４４))   大大規規模模災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアア活活動動のの体体制制整整備備事事業業  

大規模災害発生時に立ち上がる「静岡県災害ボランティア本部・情報セン

ター」の運営にあたり、県社会福祉協議会と共に体制整備に努める。 

((５５))   災災害害等等のの支支援援事事業業  

ウクライナから本県への避難者を支援する「ウクライナ希望のつばさ

SHIZUOKA」の事務局として活動を継続する。今後どのような支援を継続し

ていくのか、関係者で協議の上で進めていく。 
令和 6 年能登半島地震被災者支援として必要とされる活動に取り組む。 

((６６))   組組織織及及びび財財政政のの基基盤盤強強化化事事業業  

個人、団体、企業等に対し、正会員(個人・団体)へのお誘いや、賛助会員

として活動を支えていただけるよう働きかけていく。さらに、「夏のとくべ

つ募金」「年末年始とくべつ募金」を呼びかけ、事業実施にあたっては助成

金申請を積極的に行なっていく。赤い羽根共同募金「課題解決プロジェクト

募金」に取り組む。 
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ケケアアすするる人人ののケケアアをを学学ぶぶ会会 22002244  
（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））   

社会福祉施設や医療、教育等の場でケアの仕事に携わる人たちや、家庭や地域で介護

や育児を担う当事者、その人たちを支える市民やボランティアが、みんなで支え合うケ

アを学ぶ会を企画し「ケアの文化」が社会に浸透していくよう取り組んでいく。 
時期：10月以降で開催 
内容：これまでの講師に加え、新たな候補者を探す。 

 
 

 
 
 

１１．．静静岡岡県県総総合合社社会会福福祉祉会会館館ボボラランンテティィアアビビュューーロローーのの管管理理  
ボランティア活動拠点として県総合社会福祉会館ボランティアビューローの

利用に伴う管理と報告を静岡県に対し定期的に実施する。また、大規模災害時

には「静岡県災害ボランティア本部・情報センター」となるため、環境整備を

心掛ける。 

２２．．ボボラランンテティィアア相相談談支支援援事事業業 
①①  ボボラランンテティィアア相相談談支支援援  

ボランティア活動に関する相談に具体的に応えるため様々な活動情報やノ

ウハウを蓄積し、多様な人たちに情報提供、支援を行っていく。 
 

②②  教教育育現現場場ににおおけけるるボボラランンテティィアア学学習習のの啓啓発発・・推推進進  
教育現場におけるボランティア学習・福祉教育の取り組みに対し、教職員や

児童・生徒にボランティア活動への理解を促すため、ボランティアガイダンス

を積極的に活用していく。 
 

 

③③  ボボラランンテティィアア活活動動参参加加促促進進事事業業               （（共共同同募募金金会会配配分分金金事事業業））   
働く世代の方や学生をはじめ一般市民のボランティア活動への興味・関心、

参加意欲を掘り起こし、身近なボランティアに参加できる機会を作る。 
 

④④  ボボラランンテティィアアガガイイダダンンススのの作作成成               （（共共同同募募金金会会配配分分金金事事業業））  
  ボランティア活動をわかりやすく案内するガイダンスを作成し、ボランティ

ア活動の導入資料となるよう、福祉施設関係者をはじめ、教育現場などで活用

いただけるよう広報、啓発に努める。 

３３．．市市民民活活動動ササポポーートトセセンンタターー事事業業  
（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））  

①① 市市民民活活動動にに関関すするる助助成成金金情情報報ををははじじめめととししたた情情報報収収集集とと提提供供  
助成金情報、研修情報をはじめとする市民活動を応援していくための情報、

企業の社会貢献活動、行政における市民活動支援に関する情報など幅広く収集

実実施施目目標標２２ ケケアアのの文文化化をを社社会会にに浸浸透透ささせせるる事事業業  

  

実実施施目目標標３３ 「「つつななぐぐ」」活活動動事事業業  
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し、必要とする人たちに提供していく。 
 

②② ボボラランンテティィアアココーーデディィネネーートト研研修修会会

（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））

社会福祉施設や病院等のボランティア受入れ担当者や社会福祉協議会ボラン

ティアセンター、市民活動センター等で働く職員、教育現場の教職員などを対

象にボランティアコーディネートへの理解を促すための研修を実施する。

開催日：調整中

会 場：調整中

講 師：調整中

内容、企画等は検討中 

③③ ソソーーシシャャルル・・フファァシシリリテテーーシショョンン研研修修のの開開催催  
（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））  

ボランティア・市民活動団体や地域組織、社協、行政、NPO 関係者などが、

ソーシャル・ファシリテーションを学び、活動をより活発化させ社会的課題に

取り組んでいくための参加型の研修を開催する。 
開催日：1 日目/12 月 14 日(土)・2 日目/令和 7 年 1 月 26 日(日)予定  
会 場：静岡市番町市民活動センター 
講 師：鈴木まり子(認定 NPO 法人日本ファシリテーション協会フェロー) 
内容、企画等は検討中 

④④ 全全国国民民間間ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動推推進進団団体体ネネッットトワワーーククへへのの協協力力  
全国民間ボランティア・市民活動推進団体ネットワークによる「ボランタリ

ズム推進団体会議」が、茨城県水戸市で 8 月 10 日-11 日に開催される。本協会

からも世話人会に職員を参加させていく。 

⑤⑤アアフフガガニニススタタンン復復興興支支援援ＮＮＰＰＯＯ「「カカレレーーズズのの会会」」へへのの活活動動支支援援  
アフガニスタン復興支援として教育・医療支援を行なう認定 NPO 法人「カ

レーズの会」（2002 年 4 月設立／2014 年 NPO 法人化）の側面的支援をする。 

⑥⑥「「ふふじじののくくにに静静岡岡・・協協力力隊隊をを育育ててるる会会」」活活動動支支援援  
「ふじのくに協力隊を育てる会」(平成 27 年１月 24 日設立)の活動を支援す

る。協力隊に参加した青年たちの体験を地域社会に還元し貢献できるよう広

報・啓発活動を後押しする。また隊員とその家族への側面的な支援を行い協力

隊への理解を広め、参加しやすい環境づくりと地域社会への働きかけを行なう。

⑦⑦認認定定 法法人人フフーードドババンンクク「「ふふじじののくくにに」」へへのの活活動動支支援援

生活困窮に陥る人たちへの食のサポートを行う、フードバンク「ふじのくに」

の活動が県内各地域に根付いてきている。本協会としても同法人の取り組みを

側面的に支援していく。

４４．．研研修修・・養養成成事事業業  
第第４４６６回回静静岡岡県県ボボラランンテティィアア研研究究集集会会  

((静静岡岡県県労労働働者者福福祉祉基基金金協協会会助助成成事事業業・・  
静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））  

ボランティア活動・市民活動に参加する人や、関心のある人を対象にボラン

ティア自らが企画・運営し、ボランティアの学習、情報交換、ネットワークを 
広め、深めていくことを目的に開催する。 

開催日：令和 7 年 2 月 23 日(日・祝)  
 

 

 
  

  
  

ケケアアすするる人人ののケケアアをを学学ぶぶ会会 22002244  
（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））   

社会福祉施設や医療、教育等の場でケアの仕事に携わる人たちや、家庭や地域で介護

や育児を担う当事者、その人たちを支える市民やボランティアが、みんなで支え合うケ

アを学ぶ会を企画し「ケアの文化」が社会に浸透していくよう取り組んでいく。 
時期：10月以降で開催 
内容：これまでの講師に加え、新たな候補者を探す。 

 
 

 
 
 

１１．．静静岡岡県県総総合合社社会会福福祉祉会会館館ボボラランンテティィアアビビュューーロローーのの管管理理  
ボランティア活動拠点として県総合社会福祉会館ボランティアビューローの

利用に伴う管理と報告を静岡県に対し定期的に実施する。また、大規模災害時

には「静岡県災害ボランティア本部・情報センター」となるため、環境整備を

心掛ける。 

２２．．ボボラランンテティィアア相相談談支支援援事事業業 
①①  ボボラランンテティィアア相相談談支支援援  

ボランティア活動に関する相談に具体的に応えるため様々な活動情報やノ

ウハウを蓄積し、多様な人たちに情報提供、支援を行っていく。 
 

②②  教教育育現現場場ににおおけけるるボボラランンテティィアア学学習習のの啓啓発発・・推推進進  
教育現場におけるボランティア学習・福祉教育の取り組みに対し、教職員や

児童・生徒にボランティア活動への理解を促すため、ボランティアガイダンス

を積極的に活用していく。 
 

 

③③  ボボラランンテティィアア活活動動参参加加促促進進事事業業               （（共共同同募募金金会会配配分分金金事事業業））   
働く世代の方や学生をはじめ一般市民のボランティア活動への興味・関心、

参加意欲を掘り起こし、身近なボランティアに参加できる機会を作る。 
 

④④  ボボラランンテティィアアガガイイダダンンススのの作作成成               （（共共同同募募金金会会配配分分金金事事業業））  
  ボランティア活動をわかりやすく案内するガイダンスを作成し、ボランティ

ア活動の導入資料となるよう、福祉施設関係者をはじめ、教育現場などで活用

いただけるよう広報、啓発に努める。 

３３．．市市民民活活動動ササポポーートトセセンンタターー事事業業  
（（静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会ふふれれああいい基基金金助助成成事事業業予予定定））  

①① 市市民民活活動動にに関関すするる助助成成金金情情報報ををははじじめめととししたた情情報報収収集集とと提提供供  
助成金情報、研修情報をはじめとする市民活動を応援していくための情報、

企業の社会貢献活動、行政における市民活動支援に関する情報など幅広く収集

実実施施目目標標２２ ケケアアのの文文化化をを社社会会にに浸浸透透ささせせるる事事業業  
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会 場：菊川文化会館アエル 
定 員：400 人 
主 催：静岡県労働者福祉基金協会・静岡県ボランティア協会 
共 催： 静岡県社会福祉協議会・菊川市社会福祉協議会 

  実施主体：第 46 回静岡県ボランティア研究集会実行委員会(予定) 
後 援：静岡県・静岡県教育委員会・菊川市・菊川市教育委員会(予定) 

５５．．広広報報誌誌発発行行事事業業  
機機関関誌誌のの発発行行   

会員および中間支援機関など関係機関に対し、機関誌「ボランティア情報静

岡」を、年 4 回発行する。また、「ぼらんてぃあ Mail」を毎月会員に送り、

事務局の動きを伝えていく。 

６６．．情情報報提提供供事事業業  
ホホーームムペペーージジのの運運用用・・管管理理  
本協会の事業紹介・参加者募集、ボランティア募集、助成金、講座等の情

報提供を行なう。 
 

７７．．静静岡岡市市番番町町市市民民活活動動セセンンタターー指指定定管管理理事事業業   
（（静静岡岡市市指指定定管管理理事事業業））  

静岡市番町市民活動センターは、2021 年 4 月より新たに 5 年間の第 4 期指

定管理業務を開始し４年目を迎える。静岡市清水市民活動センターとの連携、

協力を増やし市民活動センターの役割、機能を強化させていく。静岡市は昨

年度制定した「第 4 次市民活動促進計画」に沿った形でセンターのあり方の

検討を始めており、当センターとしても「自治する市民」を増やし、その活

動をサポートできる態勢を整えていく。 

（１）市民活動に役立つ研修会・講座の開催 
①啓発講座・人材育成専門講座等の開催 

（２）ＮＰＯ・市民活動に関する相談 
（３）団体の育成・支援 
（４）市民活動支援システムの利用促進  
（５）市民活動に関する情報の発信 

①情報誌「ばんたび」の発行 
②かわら版発行 
③メールマガジン発行 

（６）災害時におけるボランティアセンター立ち上げ支援 
（７）利用者会議、入居団体会議、センター連絡会議、運営委員会等の開催 

 
  
  
  
  
  
１１．．南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震等等にに備備ええたた災災害害ボボラランンテティィアアネネッットトワワーークク事事業業  

  

実実施施目目標標４４ 大大規規模模災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアア活活動動体体制制整整備備事事業業  
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南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震等等にに備備ええたた災災害害ボボラランンテティィアアネネッットトワワーークク委委員員会会   
（（静静岡岡県県労労働働者者福福祉祉基基金金協協会会助助成成事事業業））  

南海トラフ巨大地震等に備え、平常時から県内外の災害ボランティア関係者間

の信頼関係構築と情報交換の機会を作り、災害時に被災地での支援活動をスムー

ズに進めていくための広域受援体制づくりと広域支援体制のあり方について検

討する。委員会を年 4 回ほど開催する。(日程等今後調整する) 

２２．．ボボラランンテティィアアにによよるる災災害害時時のの要要配配慮慮者者支支援援ををととももにに考考ええるる事事業業  
「「災災害害時時のの知知恵恵ぶぶくくろろ～～要要配配慮慮者者支支援援編編そそのの 33～～」」 （（共共同同募募金金配配分分金金事事業業））  

災害時、命の危険にさらされることが多くなってしまう“災害時要配慮者”。

避難行動や避難生活中の多くの課題に立ち向かうためには、多様な人が日ごろか

ら協力しあえる関係づくりが求められる。自らが暮らす地域の現状を知り、要配

慮者への支援を考え、いざというときに活きるつながりをつくるため 3 か年計画

「災害時の知恵ぶくろ」事業の 3 年目を実施する。 
1 年目・・・ケースメソッド(課題に気づく眼) 
2 年目・・・＋ONE (解決のためのアイディア) 
3 年目・・・協働するためのつながり 

３３．．災災害害時時ののボボラランンテティィアア活活動動資資金金づづくくりり  
災害時におけるボランティア受け入れや被災地へのボランティアの迅速な送

り出しなど、支援活動をおこなうための「災害時のボランティア活動資金づくり」

を引き続いて行なっていく。 
 

４４．．公公益益信信託託静静岡岡県県災災害害ボボラランンテティィアア活活動動フファァンンドドのの啓啓発発  
大規模地震等の災害が発生した際、ボランティア活動の初動活動を支える資金

として創設された「公益信託静岡県災害ボランティア活動ファンド」の啓発活動

を行うとともにファンドへの募金を呼びかけていく。 

 
 

 
 
 

 
ウクライナから本県への避難者を支援する「ウクライナ希望のつばさ

SHIZUOKA」の事務局活動を引き続き担う。今後、支援をどのように継続していく

のか関係者で協議のうえ進めていく。 
令和 6 年能登半島地震被災者支援として、認定 NPO 法人レスキューストックヤー

ド(本拠地/名古屋)と連携し石川県穴水町にボランティアの宿泊拠点を設け、仮設住

宅等で足湯活動に取り組む。また引き続きボランティア支援募金に取り組む。 
 

 

 
 
 

１１．． 自自主主財財源源をを確確保保ししてていいくくたためめのの事事業業  

実実施施目目標標６６ 組組織織及及びび財財政政のの基基盤盤強強化化事事業業  

  
 

実実施施目目標標５５ 継継続続的的なな災災害害等等のの支支援援活活動動  
 

 
 

会 場：菊川文化会館アエル 
定 員：400 人 
主 催：静岡県労働者福祉基金協会・静岡県ボランティア協会 
共 催： 静岡県社会福祉協議会・菊川市社会福祉協議会 

  実施主体：第 46 回静岡県ボランティア研究集会実行委員会(予定) 
後 援：静岡県・静岡県教育委員会・菊川市・菊川市教育委員会(予定) 

５５．．広広報報誌誌発発行行事事業業  
機機関関誌誌のの発発行行   

会員および中間支援機関など関係機関に対し、機関誌「ボランティア情報静

岡」を、年 4 回発行する。また、「ぼらんてぃあ Mail」を毎月会員に送り、

事務局の動きを伝えていく。 

６６．．情情報報提提供供事事業業  
ホホーームムペペーージジのの運運用用・・管管理理  
本協会の事業紹介・参加者募集、ボランティア募集、助成金、講座等の情

報提供を行なう。 
 

７７．．静静岡岡市市番番町町市市民民活活動動セセンンタターー指指定定管管理理事事業業   
（（静静岡岡市市指指定定管管理理事事業業））  

静岡市番町市民活動センターは、2021 年 4 月より新たに 5 年間の第 4 期指

定管理業務を開始し４年目を迎える。静岡市清水市民活動センターとの連携、

協力を増やし市民活動センターの役割、機能を強化させていく。静岡市は昨

年度制定した「第 4 次市民活動促進計画」に沿った形でセンターのあり方の

検討を始めており、当センターとしても「自治する市民」を増やし、その活

動をサポートできる態勢を整えていく。 

（１）市民活動に役立つ研修会・講座の開催 
①啓発講座・人材育成専門講座等の開催 

（２）ＮＰＯ・市民活動に関する相談 
（３）団体の育成・支援 
（４）市民活動支援システムの利用促進  
（５）市民活動に関する情報の発信 

①情報誌「ばんたび」の発行 
②かわら版発行 
③メールマガジン発行 

（６）災害時におけるボランティアセンター立ち上げ支援 
（７）利用者会議、入居団体会議、センター連絡会議、運営委員会等の開催 

 
  
  
  
  
  
１１．．南南海海トトララフフ巨巨大大地地震震等等にに備備ええたた災災害害ボボラランンテティィアアネネッットトワワーークク事事業業  

  

実実施施目目標標４４ 大大規規模模災災害害にに備備ええたたボボラランンテティィアア活活動動体体制制整整備備事事業業  
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①① 会会員員獲獲得得「「会会員員増増強強キキャャンンペペーーンン」」 
会員各位に対して、新年度にあたり会員継続のお願いをする。加えて、本

協会の理解者、支援者になっていただけるよう新規の会員開拓に取り組む。 
また、「会員増強キャンペーン（6 月 1 日～7 月末日）」を実施する。会員未継

続の方への継続依頼を行うとともに、各種事業や災害支援等に参加する人た

ちにも会員になっていただけるよう働きかける。 
 

②② ボボララ協協のの「「夏夏ののととくくべべつつ募募金金」」「「年年末末年年始始ととくくべべつつ募募金金」」をを実実施施  
「夏のとくべつ募金（7 月 1 日～9 月 30 日）」を実施する。また、「年末年始

とくべつ募金（12 月 1 日～1 月 31 日）」を実施する。 
 

③③ 第第 4400 回回ボボララ協協ののししずずおおかか福福祉祉ババザザーールル  
本協会の活動をアピールし、活動財源作りにつながるよう福祉バザールを

企画する。ボランティア・市民活動団体、企業、学校等との関係をつなぐな

かで協力者や参加者が互いにふれあい、交流することに主眼をおき開催する。 
開催日：調整中 
会 場：静岡県総合社会福祉会館シズウエル 階全会議室他

 
２２．． 本本業業をを活活かかししたた企企業業のの社社会会貢貢献献活活動動ととのの連連携携  

  
①① 「「１１本本ののジジュューーススがが VVoolluunntteeeerr をを応応援援」」キキャャンンペペーーンン  

清涼飲料水の自動販売機を設置することでボランティア活動の応援につ

ながる仕組みがメーカーの協力のもと定着している。企業・団体等の社会貢

献活動と連携し、設置協力者の開拓に努めていく。 
 

②② 「「寄寄付付金金付付きき商商品品」」のの開開発発とと推推奨奨  
企業の社会貢献活動と連携するとともに、災害時に備え「災害ボランティ

ア活動資金」等に活かされる「寄付金付き商品」の開発と推奨に努めていく。 

３３．．理理事事会会・・定定期期総総会会のの開開催催とと事事務務局局ととのの連連携携 

理事会には、本協会の財政運営状況、事業の実施状況を報告する。また、

認定 NPO 法人の取得作業を進めるとともに、事務局と理事会の連携を強化し

ていく。 
理事会開催日：第 1 回 5 月 19 日(日)10 時～12 時 

第 2 回  10 月 30 日(水)15 時～17 時 
第 3 回 2025 年 1 月 29 日(水)15 時～17 時 
第 4 回 3 月 26 日(水)15 時～17 時 

定期総会開催日：5 月 19 日(日)13 時 30 分～

会場は、県総合社会福祉会館 階ボランティァビューロー
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  令令和和 年年度度 予予算算

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 

 

 

 
 

①① 会会員員獲獲得得「「会会員員増増強強キキャャンンペペーーンン」」 
会員各位に対して、新年度にあたり会員継続のお願いをする。加えて、本

協会の理解者、支援者になっていただけるよう新規の会員開拓に取り組む。 
また、「会員増強キャンペーン（6 月 1 日～7 月末日）」を実施する。会員未継

続の方への継続依頼を行うとともに、各種事業や災害支援等に参加する人た

ちにも会員になっていただけるよう働きかける。 
 

②② ボボララ協協のの「「夏夏ののととくくべべつつ募募金金」」「「年年末末年年始始ととくくべべつつ募募金金」」をを実実施施  
「夏のとくべつ募金（7 月 1 日～9 月 30 日）」を実施する。また、「年末年始

とくべつ募金（12 月 1 日～1 月 31 日）」を実施する。 
 

③③ 第第 4400 回回ボボララ協協ののししずずおおかか福福祉祉ババザザーールル  
本協会の活動をアピールし、活動財源作りにつながるよう福祉バザールを

企画する。ボランティア・市民活動団体、企業、学校等との関係をつなぐな

かで協力者や参加者が互いにふれあい、交流することに主眼をおき開催する。 
開催日：調整中 
会 場：静岡県総合社会福祉会館シズウエル 階全会議室他

 
２２．． 本本業業をを活活かかししたた企企業業のの社社会会貢貢献献活活動動ととのの連連携携  

  
①① 「「１１本本ののジジュューーススがが VVoolluunntteeeerr をを応応援援」」キキャャンンペペーーンン  

清涼飲料水の自動販売機を設置することでボランティア活動の応援につ

ながる仕組みがメーカーの協力のもと定着している。企業・団体等の社会貢

献活動と連携し、設置協力者の開拓に努めていく。 
 

②② 「「寄寄付付金金付付きき商商品品」」のの開開発発とと推推奨奨  
企業の社会貢献活動と連携するとともに、災害時に備え「災害ボランティ

ア活動資金」等に活かされる「寄付金付き商品」の開発と推奨に努めていく。 

３３．．理理事事会会・・定定期期総総会会のの開開催催とと事事務務局局ととのの連連携携 

理事会には、本協会の財政運営状況、事業の実施状況を報告する。また、

認定 NPO 法人の取得作業を進めるとともに、事務局と理事会の連携を強化し

ていく。 
理事会開催日：第 1 回 5 月 19 日(日)10 時～12 時 

第 2 回  10 月 30 日(水)15 時～17 時 
第 3 回 2025 年 1 月 29 日(水)15 時～17 時 
第 4 回 3 月 26 日(水)15 時～17 時 

定期総会開催日：5 月 19 日(日)13 時 30 分～

会場は、県総合社会福祉会館 階ボランティァビューロー



　 　 　

33,,115500,,000000 33,,330000,,000000 △△  115500,,000000

22,,770000,,000000 22,,770000,,000000 00
　個人3.000円×500口
　団体10,000円×120口 2,700,000

330000,,000000 330000,,000000 00 　賛助5,000円×60口 300,000

115500,,000000 330000,,000000 △△  115500,,000000 　特別30.000円以上×5口 150,000

1177,,555500,,000000 2200,,335500,,000000 △△  22,,880000,,000000

　情報提供事業 2,750,000

　ボランティア相談支援事業 4,800,000

　ボランティア研修派遣事業 450,000

　事務局水光熱費等 1,400,000

　「ケアする人のケア」事業 500,000

　ボランティア研究集会事業 1,200,000

　市民活動推進事業 1,800,000

 　TOMOSHIBI高校生スタディツアー 1,000,000

　南海トラフ巨大地震等に備えた災害
　ボランティアネットワーク委員会 1,000,000

　第46回静岡県ボランティア研究集会 2,000,000

00 22,,990000,,000000 △△  22,,990000,,000000 　みんなの居場所「ふらっと」運営事業 0

665500,,000000 555500,,000000 110000,,000000 　静岡リバティライオンズクラブ
　県議会ボランティア推進議員連盟 他 650,000

3377,,112244,,440000 3377,,445511,,440000 △△  332277,,000000

　静岡市番町市民活動センター
　指定管理委託料 36,779,000

　静岡市番町市民活動センター
　使用料徴収事務委託料 345,400

55,,223322,,554466 55,,229900,,005533 △△  5577,,550077

　第43回サマーショートボランティア
　活動計画 2,300,000

　ボランティア活動の手引き発行 690,000

　ボランティア活動参加促進事業 350,000

　課題解決プロジェクト募金 292,546

　ボランティアによる災害時の要配慮
　者支援事業（災害時の知恵ぶくろ） 600,000

　緊急等助成事業（防災倉庫設置） 1,000,000

55,,000000,,000000 00 55,,000000,,000000

5,000,000

33,,550000,,000000 33,,550000,,000000 00 　

88,,000000,,000000 66,,550000,,000000 11,,550000,,000000 5,000,000
　１本のジュース
　売上げに伴う寄付金 1,000,000

　一般寄付募金 3,000,000

　とくべつ募金(夏の募金・年末年始) 2,000,000

　令和6年能登半島地震
　ボランティア支援募金 2,000,000

66,,000000,,000000 88,,000000,,000000 △△  22,,000000,,000000

22,,000000,,000000 33,,000000,,000000 △△  11,,000000,,000000 　機関誌・ＳＳＶ・Ｖ研等広告協賛 2,000,000

44,,000000,,000000 55,,000000,,000000 △△  11,,000000,,000000 　印刷等使用料他 4,000,000

8855,,555566,,994466 8844,,339911,,445533 11,,116655,,449933

22,,002222,,889999 996666,,552233 11,,005566,,337766

8877,,557799,,884455 8855,,335577,,997766 22,,222211,,886699

　　　　  広告協賛収入

　　　　　雑収入

　　当当期期収収入入合合計計（（ＡＡ））

　　前前期期繰繰越越収収支支差差額額

　　収収　　入入　　合合　　計計　　（（ＢＢ））

　７．寄付金収入

　　　　  寄付金収入 88,,000000,,000000 66,,550000,,000000 11,,550000,,000000

　８．諸収入

　　　　  事業収入 33,,550000,,000000 33,,550000,,000000 00 　参加費・バザー他 3,500,000

　　　　 繰入金収入 55,,000000,,000000 00 55,,000000,,000000
  災害会計「令和6年能登半島地震
  ボランティア支援募金」より繰入

　６．事業収入

　４．共同募金会配分金収入

　　　　共同募金会配分金収入 55,,223322,,554466 55,,229900,,005533 △△  5577,,550077

　５．繰入金収入

　　静岡市  指定管理委託事業収入 3377,,112244,,440000 3377,,445511,,440000 △△  332277,,000000

　３．委託事業収入

　　　　 静岡県労働者福祉基金協会
　　　　　助成金収入

33,,000000,,000000 33,,000000,,000000 00

　　　　日本財団助成金収入

　　　　その他助成金収入

　　　　 県社協助成金収入 99,,440000,,000000 99,,440000,,000000 00

　　　　 静岡県社会福祉協議会
         ふれあい基金助成金収入

44,,550000,,000000 44,,550000,,000000 00

Ⅰ　収入の部

　１．会費収入

　　　　正会員収入

　　　　賛助会員収入

　　　　特別会員収入

　２．助成金収入

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会　　一一般般会会計計収収支支予予算算
　　　令和６年４月１日から令和７年３月３１日まで

（単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目
　　　　　　今今　　  年年  　　度度
　　　　　　当当初初予予算算額額

　　　　　　前前　　  年年  　　度度
　　　　　　当当初初予予算算額額

増増　　　　△△　　　　減減 備備　　　　　　　　　　　　考考
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1122,,775500,,000000 1155,,336600,,000000 △△  22,,661100,,000000

770000,,000000 660000,,000000 110000,,000000

770000,,000000 660000,,000000 110000,,000000 　理事会・定期総会他

99,,330000,,000000 1122,,117700,,000000 △△  22,,887700,,000000

66,,550000,,000000 88,,550000,,000000 △△  22,,000000,,000000 年金支給にともない役員報酬減額による

22,,775500,,000000 22,,559900,,000000 116600,,000000

110000,,000000 110000,,000000 00

22,,440000,,000000 22,,330000,,000000 110000,,000000 　事務局水光熱費・共益費

5500,,000000 4400,,000000 1100,,000000

220000,,000000 115500,,000000 5500,,000000

7711,,446644,,440000 6688,,446611,,440000 33,,000033,,000000

7711,,446644,,440000 6688,,446611,,440000 33,,000033,,000000

　新聞刊行物情報誌購読料他 300,000

　ボランティア活動の手引き発行 770,000

　ボランティア相談支援事業 4,800,000

　市民活動推進事業 2,100,000

　第46回静岡県ボランティア研究集会 4,500,000

　第43回ｻﾏｰｼｮｰﾄﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動計画 3,600,000

　青少年の異文化交流体験事業 2,200,000

　ボランティア研修派遣 450,000

　南海トラフ巨大地震等に備えた災害
　ボランティアネットワーク委員会 1,000,000

　ボランティアによる災害時の要配慮
　者支援事業（災害時の知恵ぶくろ） 700,000

　ボランティア活動参加促進事業 400,000

　TOMOSHIBIプロジェクト
　東北スタディツアー 1,400,000

　「ケアする人のケア」開催費 620,000

　高校生・大学生と共につくる
　共生社会づくり事業 300,000

　緊急等助成事業（防災倉庫設置） 1,000,000

  みんなの居場所「ふらっと」拠点活動
費 0

　機関誌印刷・発送費 400,000
　
　取材費等 50,000

22,,775500,,000000 22,,775500,,000000 00
　　情報提供事業
　　（ホームページ運営・管理・取材等他）

2,750,000

  静岡市番町市民活動センター
  指定管理費 36,779,000

　静岡市番町市民活動ｾﾝﾀｰ
　使用料徴収事務費 345,400

77,,000000,,000000 00 77,,000000,,000000   令和6年能登半島地震支援活動 7,000,000

550000,,000000 550000,,000000 00

550000,,000000 550000,,000000 00

550000,,000000 550000,,000000 00 　保険・整備費等維持・管理費 500,000

5500,,000000 5500,,000000 00

5500,,000000 5500,,000000 00

8844,,776644,,440000 8844,,337711,,440000 339933,,000000

779922,,554466 2200,,005533 777722,,449933

22,,881155,,444455 998866,,557766 11,,882288,,886699

　　　　　　　1．予備費

　　当当期期支支出出合合計計（（ＣＣ））

　　当当期期収収支支差差額額（（ＡＡ））--（（ＣＣ））

　　次次期期繰繰越越収収支支差差額額（（ＢＢ））--（（ＣＣ））

※※一一時時借借入入金金のの限限度度額額をを３３００００万万円円ととすするる。。
※※各各中中科科目目ににおおいいてて予予算算のの流流用用ををすするるここととががででききるる。。

　３．自動車維持費

　　　　　1.自動車維持費

　　　　　　　1．自動車維持費

　４．予備費

　　　　　　５．情報提供事業

　　　　　　６．静岡市番町市民活動
　　　　　　　　ｾﾝﾀｰ指定管理事業

3377,,112244,,440000 3377,,445511,,440000 △△  332277,,000000

　　　　　　７．災害支援事業

　　　　　　３．一般事業費 55,,442200,,000000 88,,442200,,000000 △△  33,,000000,,000000

　　　　　　４．広報誌発行事業 445500,,000000 555500,,000000 △△  110000,,000000

　　　１．事業費

　　　　　　１．市民活動サポート
　　　　　　　　センター活動費

77,,997700,,000000 77,,667700,,000000 330000,,000000

　　　　　　２．研修費 1100,,775500,,000000 1111,,662200,,000000 △△  887700,,000000

　　　３．事務所費

　　　　　　　１．旅費

　　　　　　　２．需用費

　　　　　　　３．分担金

　　　　　　　４．雑費

　２．事業費

11,,330000,,000000 △△  110000,,000000

　　　　　　　３．厚生費 11,,660000,,000000 22,,337700,,000000 △△  777700,,000000

　　　１．会議費

　　　　　　　１．会議費

　　　２．管理費

　　　　　　　1．役員報酬・職員給料

　　　　　　　２．諸手当 11,,220000,,000000

　　　　　　今今　　  年年  　　度度
　　　　　　当当初初予予算算額額

　　　　　　前前　　  年年  　　度度
　　　　　　当当初初予予算算額額

増増　　　　△△　　　　減減 備備　　　　　　　　　　　　考考

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

　1．運営費

科科　　　　　　　　　　　　目目
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00 00 00

普通預金利息収入 0

8855,,000000 226655,,000000 △△  118800,,000000

災害時のボランティア活動資金募金 20,000

国際災害V支援活動基金 15,000

ボランティア人づくり基金 50,000

00 00 00

災害時のボランティア活動資金

8855,,000000 226655,,000000 △△  118800,,000000

77,,993377,,668822 88,,117788,,664444 △△  224400,,996622

88,,002222,,668822 88,,444433,,664444 △△  442200,,996622

00 00 00

災害時のボランティア活動資金

　国際災害支援ネットワーク事業

5500,,000000 110000,,000000 △△  5500,,000000

50,000 100,000 △ 50,000 ボランティア人づくり基金 50,000

00 331133,,000000 △△  331133,,000000

22,,000000 22,,000000 00

残高証明書発行手数料他 2,000

5522,,000000 441155,,000000 △△  336633,,000000

3333,,000000 △△  115500,,000000 118833,,000000

77,,997700,,668822 88,,002288,,664444 △△  5577,,996622

本本 来来 事事 業業 特特 別別 会会 計計 収収 支支 予予 算算 書書

特特定定非非営営利利活活動動法法人人静静岡岡県県ボボラランンテティィアア協協会会

△ 180,000

当当 期期 収収 入入 合合 計計 （（ AA ））

(単位　円）

ⅠⅠ　　収収入入のの部部

11..  基基本本財財産産利利子子収収入入

基本財産利子収入

33..  繰繰入入金金収収入入

繰入金収入

22..  寄寄付付金金収収入入

寄付金収入

　　　令令和和66年年44月月11日日かからら令令和和77年年33月月3311日日ままでで

(単位　円）

科科　　　　　　　　　　目目 増増　　△△　　減減

備備　　　　　　　　　　　　考考

当当 期期 支支 出出 合合 計計 （（ CC ））

次次 期期 繰繰 越越 収収 支支 差差 額額
（（ BB ）） －－ （（ CC ））

44..  雑雑費費

22..  基基本本財財産産積積立立金金

基本財産積立金

当当期期支支出出差差額額（（AA））--（（CC））

募金関係諸経費

雑　　費

33..  募募金金関関係係諸諸経経費費

0 313,000 △ 313,000

一般会計繰出金

ⅡⅡ　　支支出出のの部部

備備　　　　　　　　　　　　考考
前前年年度度

当当初初予予算算額額
今今年年度度

当当初初予予算算額額

02,0002,000

000

前前年年度度
当当初初予予算算額額

今今年年度度
当当初初予予算算額額

000

0 0 0

85,000 265,000

11..  繰繰出出金金

前前 期期 繰繰 越越 収収 支支 差差 額額

収収 入入 合合 計計 （（ BB ））

科科　　　　　　　　　　目目 増増　　△△　　減減
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特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 

 

 



 
 
■個人正会員 件

相沢 敦子／青木 清／青木 清高／青島 良夫／青山 都弥子／赤澤 佳子／赤堀 紫乃／秋田 い

ずみ／秋山 和枝／秋山 通／浅倉 清／浅田 正美／浅羽 浩／網代 恵／安倍 勝之／天野

勝三／天野 早苗／天野 宏明／新井 近／飯塚 善明／池上 史／池冨 彰／井指 智弘／石上

繁松／石上 輝子／石川 千種／石津 幸子／石原 亜里／石原 なみ代／石原 正士／石原 政隆／

石原 美千夫／石間 武一／井出 志津夫／伊藤 勝幸／伊藤 正之／稲垣 洋子／井野 政子／井野

盛夫／岩崎 洋子／岩田 孝仁／岩邊 公明／岩本 幸子／植田 静彦／植田 順也／鵜飼 愛子／牛

首 翔／内海 直人／内海 道子／梅田 績／遠藤 一紀／遠藤 次男／遠藤 年彦／遠藤 璃々／

大石 和子／大石 喜久雄／大石 学／大石 裕香／大石 好昭／大石 良子／大川原 正美／大島

基生／大滝 正／太田 賢司／大塚 隆雄／大坪 渡／大西 和博／大貫 京子／大野木 里美／大

橋 未空／大畑 彰弘／大原 みちの／大村 高正／小笠原 亢之／岡野 有秀／岡本 久美子／小川

晶央／奥島 学／長田 誠／小澤 巖／小澤 邦雄／小澤 賢広／小澤 陽菜多／小野田 全宏／

小野寺 郷子／小柳津 君枝／柿澤 彰／片嶺 忠司／片山 孝行／勝又 忠義／加藤 明生／加藤

勝義／加藤 武治／加藤 ひろみ／加藤 万里愛／金指 敦之／兼子 邦子／神尾 孝明／上川 陽子

／亀田 順子／河内 園子／川口 昇／河内 ます代／川村 栄司／河村 かよ子／北村 寿子／木

下 孝成／工藤 茂貴／久保田 明／久保田 慶一／久保田 仁美／熊澤 ほづみ／久米 さか江／

倉橋 知子／倉持 仁／黒川 旭／黒田 久／桒原 清剛／後藤 明子／後藤 恵吾／後藤 淳子／

五味 響子／小村 隆史／近藤 宏／酒井 信行／酒井 廣／榊原 淳一／坂本 孝浩／櫻井 忍／

佐々木 鮎美／佐々木 道隆／佐々木 美友／佐藤 博明／佐藤 美来／佐藤 善仁／佐野 協／佐

野 由利子／佐野 容子／塩澤 尚人／塩田 耕之／塩谷 廣男／芝 稔／清水 慈子／下山 椿／

庄子 秀子／城 はるか／榛地 芳美／榛葉 好美／杉田 泰子／杉本 孝夫／杉本 洋子／杉山 泉

／鈴木 勝巳／鈴木 恵子／鈴木 利和／鈴木 まり子／鈴木 三雄／鈴木 百葉／鈴木 ゆみ／芹澤

奏太郎／芹澤 結一郎／千本 正一／曽根 順子／田井中 正志／髙木 春夫／高嶌 和子／髙嶋 泰

代／高津 浩晃／高野 幸夫／高橋 伸枝／高橋 裕美／高林 敏彦／滝井 淳史／竹中 比呂美／竹

渕 繭／竹渕 陸／竹渕 塁／竹渕 連／竹渕 論／武山 博子／伊達 かえで／田中 勝俊／田

中 正孝／玉川 靖子／玉木 優吾／樽井 亜紀／坪谷 万里子／鶴橋 明子／寺岡 淳／寺田 斉孝

／寺田 亮一／遠矢 慶／戸倉 亨／都甲 かず江／鳥羽 茂／富田 國夫／冨田 弥恵／中嶋 艶

子／中島 裕幸／永田 小春／中村 彰男／中村 さとみ／名倉 恒夫／南荘 正生／西澤 浩一／仁

科 正佳／西野 誠／根上 恵美／野口 正武／野末 あけみ／野末 香世／野村 諒子／萩原 初江

／羽島 小夜子／橋本 英己／長谷川 和家／春田 みね子／東原 里帆／東山 喬彦／東山 冨貴江

／久田 恵美子／土方 洋子／人見 嘉之／平田 厚／平野 規里子／深澤 秀明／深澤 優子／福

島 治男／福田 栞里／福地 恵／藤井 嗣也／藤澤 弘子／藤田 梨世／伏見 隆次／伏見 侑希也

／北條 里美／堀井 崇成／堀越 芳子／前田 万正／前田 しのぶ／牧田 晴美／増田 ふみ子／町

令和５年度

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会

会員名簿 順不同・敬称略
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田 和幸／松井 乃愛／松尾 和光／松尾 敏郎／松島 一博／松島 信義／松田 剛／松永 幸子／

松永 萌那／松野 はるみ／松村 皐月／松本 征四郎／松本 知子／松山 文紀／松山 佳子／真子

義秋／三浦 田鶴子／三重野 哲／溝口 莉菜／宮川 絢海／宮原 康年／宮本 花凛／村田 昭弘／

村田 いせ子／村松 智恵子／村松 由紀子／望月 恵子／望月 十三一／本井 重孝／森下 和哉／

森 忠一／森谷 明子／森山 誠二／森 淑子／八木 孝佳／八木 雄菜／安池 弘明／安原 浬桜／

安本 寿夫／山岸 久子／山口 高史／山下 絵理香／山田 恵利子／山田 友美／山田 昌弘／山本

智ひろ／山本 利幸／山本 宏子／山本 美也子／山本 悠太／山本 佳昭／湯瀬 裕昭／柚木 美乃

／横山 君枝／吉﨑 けい子／吉田 富美／吉永 理恵／吉野 龍洋／和田 武則／渡邊 亜瑚／渡辺

悦郎／渡辺 淳／渡邊 芳男／渡邊 佳洋

■団体正会員 件

株 アイワホールディングス／葵学園ＯＢボランティアの会／明るい社会づくり運動静岡県連

合会／ 福 東桜会特別養護老人ホーム麻機園／ 株 イカイ／ 特非 活き生きネットワーク／石

福建設 株 ／ 有 石本土木／ 福 伊豆市社会福祉協議会／ 福 伊豆の国市社会福祉協議会／

有 庵原屋／磐田市ボランティア連絡協議会／ 株 エキスパートパワーシズオカ／ 特非 御前

崎災害支援ネットワーク／ 福 御前崎市社会福祉協議会／ 福 小山町社会福祉協議会／ 福 掛

川市社会福祉協議会／ 福 静岡慈恵会春日保育園／ 特非 カレーズの会／ 医 倫芳会河井医院

／ 福 河津町社会福祉協議会／ 福 川根本町社会福祉協議会／木内建設 株 ／ 福 菊川市社会

福祉協議会／ 有 きのいい羊達／ 福 駿府葵会久能の里／ 福 復泉会くるみ共同作業所／ケア

ハウスラポーレ駿河／ 医 健祉会／コール・アザーリヤ／国際ソロプチミスト静岡／ 有 小久

保フェンダー製作所／ 福 御殿場市社会福祉協議会／ 株 財産ネットワークス静岡／サクライ

石油 株 ／ 福 武蔵野会さくら学園／幸の家／小百合キンダーホーム／ 特非 サンサンいわた

／ 福 玉柏会宍原荘／ 福 静岡いのちの電話／静岡うみねこの会／静岡キャピタル 株 ／ 公

財 静岡県アイバンク／静岡県経営者協会／静岡県校長会／ 一社 静岡県サッカー協会チャレン

ジド委員会／静岡県肢体不自由児者父母の会連合会／静岡県腎友会／ 特非 静岡県中途失聴･難

聴者協会／静岡県遊技業協同組合／静岡県労働金庫労働組合／ 公財）静岡県労働者福祉基金協

会／静岡市静岡地区ボランティア連絡会／静岡市静岡手をつなぐ育成会／静岡市清水地区ボラ

ンティア連絡会／ 福 静岡市社会福祉協議会／静岡市ボランティア団体連絡協議会／静岡ソー

マ化粧品 株 ／ 株 静岡第一テレビ／静岡大成高等学校ボランティア部／ 福 静岡ホーム／静

岡リバティライオンズクラブ／ 福 島田市社会福祉協議会／清水町ボランティア連絡会／真宗

大谷派・常光寺／ 医 菅ヶ谷内科医院／スター精密 株 ／駿東学園／正法寺／聖ヨゼフの園／

株 ダイドービバレッジ静岡浜松営業所／大日三協 株 ／たんぽぽ保育園／中部電力労働組合

静岡総支部／つくしホーム／ 福 小羊学園つばさ静岡／ 福 寿康会徳風園／常葉大学地域貢献

センター／ 福 長泉町社会福祉協議会／ 福 西伊豆町社会福祉協議会／ 福 青い鳥日本平学園

／ 一社 日本ボーイスカウト静岡県連盟／日本リウマチ友の会静岡支部／ 福 沼津市社会福祉

協議会／沼津市ボランティア連絡協議会／ 福 輝望会沼津のぞみの里／ 福 輝望会沼津のぞみ

の園／浜松船越小学校区交通指導隊／ＢＲＮかけがわ／ 福 袋井市社会福祉協議会／ 公財 星

いきいき社会福祉財団／ 福 三島市社会福祉協議会／ 福 玉柏会みすず／ 福 南伊豆町社会福

 
 
■個人正会員 件

相沢 敦子／青木 清／青木 清高／青島 良夫／青山 都弥子／赤澤 佳子／赤堀 紫乃／秋田 い

ずみ／秋山 和枝／秋山 通／浅倉 清／浅田 正美／浅羽 浩／網代 恵／安倍 勝之／天野

勝三／天野 早苗／天野 宏明／新井 近／飯塚 善明／池上 史／池冨 彰／井指 智弘／石上

繁松／石上 輝子／石川 千種／石津 幸子／石原 亜里／石原 なみ代／石原 正士／石原 政隆／

石原 美千夫／石間 武一／井出 志津夫／伊藤 勝幸／伊藤 正之／稲垣 洋子／井野 政子／井野

盛夫／岩崎 洋子／岩田 孝仁／岩邊 公明／岩本 幸子／植田 静彦／植田 順也／鵜飼 愛子／牛

首 翔／内海 直人／内海 道子／梅田 績／遠藤 一紀／遠藤 次男／遠藤 年彦／遠藤 璃々／

大石 和子／大石 喜久雄／大石 学／大石 裕香／大石 好昭／大石 良子／大川原 正美／大島

基生／大滝 正／太田 賢司／大塚 隆雄／大坪 渡／大西 和博／大貫 京子／大野木 里美／大

橋 未空／大畑 彰弘／大原 みちの／大村 高正／小笠原 亢之／岡野 有秀／岡本 久美子／小川

晶央／奥島 学／長田 誠／小澤 巖／小澤 邦雄／小澤 賢広／小澤 陽菜多／小野田 全宏／

小野寺 郷子／小柳津 君枝／柿澤 彰／片嶺 忠司／片山 孝行／勝又 忠義／加藤 明生／加藤

勝義／加藤 武治／加藤 ひろみ／加藤 万里愛／金指 敦之／兼子 邦子／神尾 孝明／上川 陽子

／亀田 順子／河内 園子／川口 昇／河内 ます代／川村 栄司／河村 かよ子／北村 寿子／木

下 孝成／工藤 茂貴／久保田 明／久保田 慶一／久保田 仁美／熊澤 ほづみ／久米 さか江／

倉橋 知子／倉持 仁／黒川 旭／黒田 久／桒原 清剛／後藤 明子／後藤 恵吾／後藤 淳子／

五味 響子／小村 隆史／近藤 宏／酒井 信行／酒井 廣／榊原 淳一／坂本 孝浩／櫻井 忍／

佐々木 鮎美／佐々木 道隆／佐々木 美友／佐藤 博明／佐藤 美来／佐藤 善仁／佐野 協／佐

野 由利子／佐野 容子／塩澤 尚人／塩田 耕之／塩谷 廣男／芝 稔／清水 慈子／下山 椿／

庄子 秀子／城 はるか／榛地 芳美／榛葉 好美／杉田 泰子／杉本 孝夫／杉本 洋子／杉山 泉

／鈴木 勝巳／鈴木 恵子／鈴木 利和／鈴木 まり子／鈴木 三雄／鈴木 百葉／鈴木 ゆみ／芹澤

奏太郎／芹澤 結一郎／千本 正一／曽根 順子／田井中 正志／髙木 春夫／高嶌 和子／髙嶋 泰

代／高津 浩晃／高野 幸夫／高橋 伸枝／高橋 裕美／高林 敏彦／滝井 淳史／竹中 比呂美／竹

渕 繭／竹渕 陸／竹渕 塁／竹渕 連／竹渕 論／武山 博子／伊達 かえで／田中 勝俊／田

中 正孝／玉川 靖子／玉木 優吾／樽井 亜紀／坪谷 万里子／鶴橋 明子／寺岡 淳／寺田 斉孝

／寺田 亮一／遠矢 慶／戸倉 亨／都甲 かず江／鳥羽 茂／富田 國夫／冨田 弥恵／中嶋 艶

子／中島 裕幸／永田 小春／中村 彰男／中村 さとみ／名倉 恒夫／南荘 正生／西澤 浩一／仁

科 正佳／西野 誠／根上 恵美／野口 正武／野末 あけみ／野末 香世／野村 諒子／萩原 初江

／羽島 小夜子／橋本 英己／長谷川 和家／春田 みね子／東原 里帆／東山 喬彦／東山 冨貴江

／久田 恵美子／土方 洋子／人見 嘉之／平田 厚／平野 規里子／深澤 秀明／深澤 優子／福

島 治男／福田 栞里／福地 恵／藤井 嗣也／藤澤 弘子／藤田 梨世／伏見 隆次／伏見 侑希也

／北條 里美／堀井 崇成／堀越 芳子／前田 万正／前田 しのぶ／牧田 晴美／増田 ふみ子／町

令和５年度

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会

会員名簿 順不同・敬称略
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祉協議会／ 福 すぎなむつみ作業所／ 福 明光会／ 福 明和会／安竹商事 有 ／ゆりかご保育

園／特別養護老人ホーム竜爪園／ 福 わらしな福祉会りんどう／ 株 渡辺工業

■賛助会員 件

荒木 行雄／石田 信子／伊藤 英明／馬塚 丈司／ 福 厚生会大井川睦園／掛川市ボランティア

連絡協議会／金澤 平三郎／ 有 かねせい水産／川﨑 久美子／河津桜ボランティアセンター／

神田 均／グループＬＥＴ ＩＴ ＢＥ／近藤 正子／酒井 学／静岡市桜の園／静岡英和学院大

学ボランティアセンター／静岡県生活協同組合連合会／静岡県精神保健福祉会連合会もくせい

会／静岡済生会療育センター令和／ 福 静岡手をつなぐ育成の会ラポール・ファーム／浄土 順

子／庄野 紀子／杉山 和範／杉山 寛子／高橋 哲夫／宝円山京宝院／瀧 衛／手島 英真／徳永

雄三／ 公財 浜松こども園／特別養護老人ホーム晃の園／平井 敏晃／富士ツバメ 株 ／細貝

悠斗／松永 博／ 福 森町社会福祉協議会／安池 康之／安本 久雄／山城 厚生／竜南こども園

／ろごす腹話術研究会／和田 幸子

■特別会員 件

河井 栄／ＫＩＴＡＧＡＷＡ 株 雅会／静岡県労働金庫／ 福 春風会

お力添えいただいた皆さまに深く感謝申し上げます
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神田 均／グループＬＥＴ ＩＴ ＢＥ／近藤 正子／酒井 学／静岡市桜の園／静岡英和学院大

学ボランティアセンター／静岡県生活協同組合連合会／静岡県精神保健福祉会連合会もくせい

会／静岡済生会療育センター令和／ 福 静岡手をつなぐ育成の会ラポール・ファーム／浄土 順

子／庄野 紀子／杉山 和範／杉山 寛子／高橋 哲夫／宝円山京宝院／瀧 衛／手島 英真／徳永

雄三／ 公財 浜松こども園／特別養護老人ホーム晃の園／平井 敏晃／富士ツバメ 株 ／細貝

悠斗／松永 博／ 福 森町社会福祉協議会／安池 康之／安本 久雄／山城 厚生／竜南こども園

／ろごす腹話術研究会／和田 幸子

■特別会員 件
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お力添えいただいた皆さまに深く感謝申し上げます



第第１１章章 総総則則

（名称）

第１条 この法人は、特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会という。

（事務所）

第２条 この法人は、事務所を静岡県静岡市葵区駿府町 番７０号静岡県総合社会福祉会館内に置く。

（目的）

第３条 この法人は、市民一人ひとりのボランティア意識の高揚を図り、ボランティア活動の啓発、普及、研修、

支援などを行うことにより、市民の参加と責任による、より豊かな社会の創造と発展に貢献していくこ

とを目的とする。

（活動の種類）

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」という。）第２条別表に掲

げる活動を行う。

（活動の種類）

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」という。）第２条別表に掲

げる活動を行う。

（１）保健、医療または福祉の増進を図る活動

（２）社会教育の推進を図る活動

（３）まちづくりの推進を図る活動

（４）観光の振興を図る活動

（５）農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

（６）学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

（７）環境の保全を図る活動

（８）災害救援活動

（９）地域安全活動

（ ）人権の擁護又は平和の推進を図る活動

（ ）国際協力の活動

（ ）男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

（ ）子どもの健全育成を図る活動

（ ）情報化社会の発展を図る活動

（ ）科学技術の振興を図る活動

（ ）経済活動の活性化を図る活動

（ ）職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

（ ）消費者の保護を図る活動

（ ）前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

（事業）

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（１）特定非営利活動に係る事業

①ボランティア活動の推進に関する事業

②その他目的を達成するための事業

第第２２章章 会会員員

（種別）

第６条 この法人の会員は、次の三種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法における社員とする。

（１）正会員

この法人の目的に賛同し、継続的にこの法人の組織と運営を支援するために入会した個人及び団体でこの

法人の総会における議決権を有する。

（２）賛助会員

この法人の目的に賛同し、事業活動を支援するために入会した個人または団体。

（３）特別会員

この法人の目的に賛同し、この法人の事業活動を財政面から特別に支援するために入会した個人または団体。

— 68 —



（入会）

第７条 この法人に正会員として入会しようとするものは、理事長が別に定める入会申込書により、理事長に申

し込むものとする。

２ 賛助会員及び特別会員は会費の払込みをもって会員となる。

（会費）

第８条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

（会員の資格の喪失）

第９条 正会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。

（１） 退会届の提出をしたとき

（２） 本人が死亡し、又は正会員である団体が消滅したとき

（３） 正当な理由なく会費を２年以上滞納したとき

（４） 除名されたとき

（退会）

第１０条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。

（除名）

第１１条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会における３分の２以上の議決を経て、理事長はそ

の会員を除名することができる。

（１）法令及びこの定款等に違反したとき。

（２）この法人の名誉を著しく傷つける行為、又は法人の目的に反する行為をしたとき。

２ 前項の規定により会員を除名しようとするときは、その会員に対し、除名の議決の前に弁明の機会を与えなく

てはならない。

（提出金品の不返還）

第１２条 既に納入した会費及びその他の提出金品は、返還しない。

第第３３章章 役役員員

（役員の種別と定数）

第１３条 この法人に、次の役員を置く。

（１）理事長 １名

（２）副理事長 名以上

（３）常務理事 １名以上

（４）理事（理事長、副理事長及び常務理事を含む）４名以上

（５）監事 ２名以上

（役員の選任）

第１４条 理事及び監事は、総会において正会員の中から選任する。但し、理事長が必要と認めた場合には、総会

の承認を得て学識経験者等を選任することができる。

２ 理事長、副理事長及び常務理事は、理事の互選により選出する。

３ 理事及び監事は兼任することができない。

４ 法第 条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることはできない。

５ 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは３親等以内の親族が役員の総数の３分の１

を超えて含まれてはならない。

（役員の職務）

第１５条 理事長は、この法人を代表し、その業務を統括する。

２ 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるとき、または、理事長が欠けたときは、理事長が予め指名し

た順序によって、その職務を行う。

３常務理事は、理事長を補佐し、この法人の日常の業務を執行する。

４ 理事は、理事会の構成員として、法令、定款、総会及び理事会の議決に基づき、この法人の業務の執行を決定

する。

５ 監事は、次の職務を行う。

（１）理事の業務執行の状況を監査すること。

（２）この法人の財産の状況を監査すること。

（３）前２号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令もしくは定款に違反

する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報告すること。

第第１１章章 総総則則

（名称）

第１条 この法人は、特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会という。

（事務所）

第２条 この法人は、事務所を静岡県静岡市葵区駿府町 番７０号静岡県総合社会福祉会館内に置く。

（目的）

第３条 この法人は、市民一人ひとりのボランティア意識の高揚を図り、ボランティア活動の啓発、普及、研修、

支援などを行うことにより、市民の参加と責任による、より豊かな社会の創造と発展に貢献していくこ

とを目的とする。

（活動の種類）

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」という。）第２条別表に掲

げる活動を行う。

（活動の種類）

第４条 この法人は、前条の目的を達成するため、特定非営利活動促進法（以下「法」という。）第２条別表に掲

げる活動を行う。

（１）保健、医療または福祉の増進を図る活動

（２）社会教育の推進を図る活動

（３）まちづくりの推進を図る活動

（４）観光の振興を図る活動

（５）農山漁村又は中山間地域の振興を図る活動

（６）学術、文化、芸術又はスポーツの振興を図る活動

（７）環境の保全を図る活動

（８）災害救援活動

（９）地域安全活動

（ ）人権の擁護又は平和の推進を図る活動

（ ）国際協力の活動

（ ）男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

（ ）子どもの健全育成を図る活動

（ ）情報化社会の発展を図る活動

（ ）科学技術の振興を図る活動

（ ）経済活動の活性化を図る活動

（ ）職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

（ ）消費者の保護を図る活動

（ ）前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

（事業）

第５条 この法人は、第３条の目的を達成するために、次の事業を行う。

（１）特定非営利活動に係る事業

①ボランティア活動の推進に関する事業

②その他目的を達成するための事業

第第２２章章 会会員員

（種別）

第６条 この法人の会員は、次の三種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法における社員とする。

（１）正会員

この法人の目的に賛同し、継続的にこの法人の組織と運営を支援するために入会した個人及び団体でこの

法人の総会における議決権を有する。

（２）賛助会員

この法人の目的に賛同し、事業活動を支援するために入会した個人または団体。

（３）特別会員

この法人の目的に賛同し、この法人の事業活動を財政面から特別に支援するために入会した個人または団体。
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（４）前号の報告をするために必要がある場合は、総会を招集すること。

（５）前１号、２号について、理事に個別に意見を述べ、必要により理事会の招集を求めること。

（役員の任期等）

第１６条 役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければならない。

（役員の欠員補充）

第１７条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を越えるものが欠けたときは、遅滞なくこれを補充しなけ

ればならない。

（役員の解任）

第１８条 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、その役員を解任することができる。

（１）本人の健康等の理由により、職務の執行に堪えられないと認められるとき。

（２）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

２ 前項の規定により役員を解任しようとするときは、その役員に対し、解任の議決の前に弁明の機会を与えなけ

ればならない。

（役員の報酬）

第１９条 役員は、その総数の３分の１以下の範囲内で報酬を受けることができる。

２ 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

３ 前２項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

（顧問、相談役の委嘱）

第２０条 この法人に顧問および相談役をおくことができる。

２ 顧問および相談役は、理事会の推薦により、理事長が委嘱する。

３ 顧問および相談役は、この法人の運営に関して、理事長及び理事会の諮問に応じ、理事会などの席上において

意見を述べることができる。

（事務局の設置）

第２１条 この法人の事務を処理するため、事務局を置く。

２ 事務局には、事務局長その他の職員を置く。

３ 事務局長及び職員は、理事長が任免する。

４ 常務理事は、事務局長と兼職することができる。

５ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会において別に定める。

第第４４章章 総総会会

（総会の構成）

第２２条 総会は、正会員をもって構成する。

（総会の種別）

第２３条 この法人の総会は、通常総会と臨時総会の２種とする。

（総会の権能）

第２４条 総会は、この法人の運営に関する次の事項を議決する。

（１）定款の変更

（２）解散

（３）合併

（４）年度当初の事業計画及び活動予算

（５）事業報告及び活動決算

（６）役員の選任又は解任、および職務

（７）会費の額

（８）その他本会の運営に関する重要事項

（総会の開催）

第２５条 通常総会は、毎年１回開催する。

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（１）理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。

（２）正会員総数の５分の１以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があったとき。
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（３）第１５条第５項第４号の規定により監事から招集があったとき。

（総会の招集）

第２６条 総会は、前条第２項第３号の場合を除いて、理事長が招集する。

２ 理事長は、前条第２項第１号及び２号の規定によって請求があったときは、その日から３０日以内に、臨時総

会を招集しなければならない。

３ 総会を招集するときは、総会の日時、場所、及び審議事項を記載した書面をもって、少なくとも７日前までに

会員に対して通知しなければならない。

（総会の議長）

第２７条 総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から選出する。

（総会の定足数）

第２８条 総会は、正会員の過半数の出席がなければ開会することができない。

（総会の議決）

第２９条 総会における議決事項は、第２６条第３項の規定によりあらかじめ通知した事項とする。

２ 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。

（総会における書面表決等）

第３０条 各正会員の表決権は平等なるものとする。

２ やむを得ない理由のため総会に出席できない会員は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表決

し、または他の正会員を代理人として表決を委任することができる。

３ 前項の規定により表決した正会員は、前２条及び次条第１項の規定の適用については、総会に出席したもの

とみなす。

４ 総会の議決について特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることができない。

（総会の議事録）

第３１条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（１）日時及び場所

（２）会員総数及び出席者数

（３）審議事項

（４）議事の経過の概要及び議決の結果

（５）議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には、議長のほか、会議に出席した会員のうちから、当該会議において選任された議事録署名人２名

以上が、署名押印をしなければならない。

第第５５章章 理理事事会会

（理事会の構成）

第３２条 理事会は、理事をもって構成する。

（理事会の権能）

第３３条 理事会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。

（１）総会に付議する事項

（２）総会で議決した事項の執行に関する事項

（３）総会で議決した年度当初の事業計画および、予算の追加、又は更正に関する事項

（４）事務局の組織及び運営事項

（５）その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項

（理事会の開催）

第３４条 理事会は、次にかかげる場合に開催する。

（１）理事長が必要と認めたとき。

（２）理事総数の３分の１以上から会議の目的である事項を記載した書面により招集の請求があったとき。

（３）第１５条第５項第５号の規定により監事から招集の請求があったとき。

（理事会の招集）

第３５条 理事会は、理事長が招集する。

２ 理事長は、前条第２号及び第３号の規定による請求があったときは、その日から１０日以内に理事会を招集

しなければならない。

（４）前号の報告をするために必要がある場合は、総会を招集すること。

（５）前１号、２号について、理事に個別に意見を述べ、必要により理事会の招集を求めること。

（役員の任期等）

第１６条 役員の任期は２年とする。但し、再任は妨げない。

２ 補欠又は増員により選任された役員の任期は、前任者又は現任者の残任期間とする。

３ 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければならない。

（役員の欠員補充）

第１７条 理事又は監事のうち、その定数の３分の１を越えるものが欠けたときは、遅滞なくこれを補充しなけ

ればならない。

（役員の解任）

第１８条 役員が次の各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、その役員を解任することができる。

（１）本人の健康等の理由により、職務の執行に堪えられないと認められるとき。

（２）職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

２ 前項の規定により役員を解任しようとするときは、その役員に対し、解任の議決の前に弁明の機会を与えなけ

ればならない。

（役員の報酬）

第１９条 役員は、その総数の３分の１以下の範囲内で報酬を受けることができる。

２ 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

３ 前２項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

（顧問、相談役の委嘱）

第２０条 この法人に顧問および相談役をおくことができる。

２ 顧問および相談役は、理事会の推薦により、理事長が委嘱する。

３ 顧問および相談役は、この法人の運営に関して、理事長及び理事会の諮問に応じ、理事会などの席上において

意見を述べることができる。

（事務局の設置）

第２１条 この法人の事務を処理するため、事務局を置く。

２ 事務局には、事務局長その他の職員を置く。

３ 事務局長及び職員は、理事長が任免する。

４ 常務理事は、事務局長と兼職することができる。

５ 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会において別に定める。

第第４４章章 総総会会

（総会の構成）

第２２条 総会は、正会員をもって構成する。

（総会の種別）

第２３条 この法人の総会は、通常総会と臨時総会の２種とする。

（総会の権能）

第２４条 総会は、この法人の運営に関する次の事項を議決する。

（１）定款の変更

（２）解散

（３）合併

（４）年度当初の事業計画及び活動予算

（５）事業報告及び活動決算

（６）役員の選任又は解任、および職務

（７）会費の額

（８）その他本会の運営に関する重要事項

（総会の開催）

第２５条 通常総会は、毎年１回開催する。

２ 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

（１）理事会が必要と認め招集の請求をしたとき。

（２）正会員総数の５分の１以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があったとき。
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３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を示した書面により、少なくとも７日前ま

でに通知しなければならない。

（理事会の議決）

第３６条 理事会の議長は、出席理事の中から互選によって選出する。

２ 理事会においては、理事現在数の過半数の出席がなければ開会することができない。

３ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（理事会の表決権等）

第３７条 各理事の表決権は、平等なるものとする。

２ やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表

決することができる。

３ 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第１項の適用については、理事会に出席したものとみなす。

（理事会の議事録）

第３８条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（１）日時及び場所

（２）理事総数、出席者数及び出席者氏名

（３）審議事項

（４）議事の経過の概要及び議決の結果

（５）議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には、議長のほか、会議に出席した理事のうちから、当該会議において選任された議事録署名人２名以

上が署名押印をしなければならない。

第第６６章章 資資産産及及びび会会計計

（資産の構成）

第３９条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

（１）設立当初の財産目録に記載された財産

（２）会費

（３）寄付金品

（４）資産から生ずる収入

（５）事業に伴う収入

（６）その他の収入

（資産の区分）

第４０条 この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産とする

（資産の管理）

第４１条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、理事会の議決による。

（会計の原則）

第４２条 この法人の会計は、法第２７条各号に掲げる原則に従って、行うものとする。

（会計の区分）

第４３条 この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業に関する会計とする。

（事業計画および活動予算）

第４４条 この法人の事業計画及び活動予算は、理事長が作成し、毎事業年度開始前の理事会における議決を経

たうえで通常総会にて決議しなければならない。

（暫定予算）

第４５条 前条の規定により、予算が成立しない期間は、理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事

業年度の予算に準じて収入・支出することができる。

２ 前項の収入・支出は、新たに成立した予算の収入・支出とみなす。

（予備費の設定及び使用）

第４６条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。

２ 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。

（事業および予算の追加又は更正）

第４７条 年度当初の事業計画および、予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既

定の事業および予算の追加又は更正をすることができる。
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（事業報告及び決算）

第４８条 この法人の収支決算は、事業年度終了後３か月以内に、事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産

目録等の決算に関する書類とともに、理事長が作成し、監事の監査を経たうえで総会において議決を経

なければならない。

（事業年度）

第４９条 この法人の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

第第７７章章 定定款款のの変変更更、、解解散散及及びび合合併併

（定款の変更）

第５０条 この定款を変更しようとするときは、総会において、正会員総数の過半数が出席し、その出席者の３分

の２以上の議決を経、かつ、法第２５条第３項に規定する事項を変更する場合、所轄庁の認証を得なければならな

い。

（解散）

第５１条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。

（１）総会の決議

（２）目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

（３）正会員の欠亡

（４）合併

（５）破産

（６）所轄庁による設立の認証の取消し

２ 前項第１号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の過半数が出席し、その出席者の３分の２

以上の議決を経て解散する。

３ 第１項第２号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

４ この法人が解散したときは、理事が清算人となる。

（残余財産の帰属）

第５２条 この法人が解散（合併又は破産による解散を除く。）したときに残存する財産は、法第１１条第３項に

掲げる者のうち、解散の時点における、総会において出席した会員の過半数の議決を経て選定された者に

譲渡するものとする。

（合併）

第５３条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の過半数が出席し、その出席者の３分

の２以上の議決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

（閲覧）

第５４条 会員及び利害関係人から法に定める備え付け書類の閲覧請求があったときは、正当な理由がない限り、

これに応じなければならない。

第第８８章章 公公告告のの方方法法

（公告の方法）

第５５条 この法人の公告は、静岡県ボランティア協会掲示板及び、この法人の機関誌において行うとともに、

官報に掲載して行う。ただし、貸借対照表の公告については、この法人のホームページに掲載して行う。

第第９９章章 緊緊急急的的対対応応

（緊急的対応）

第５６条 災害時などの緊急的な対応が求められるときは、理事長の判断等により、迅速な対応に努める。その結

果については、理事会並びに総会に報告しなければならない。

第第１１００章章 雑雑則則

（細則）

第５７条 この定款の施行に関し必要な細則は、理事会の議決を経て理事長が別に定める。

附附 則則
１ この定款は、平成 年 月 日から施行する。

２ この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、第 条の規定にかかわらず、設立総会の定めるところによ

る。

３ この法人の設立当初の事業年度は、第 条の規定にかかわらず、この法人の設立の日から平成 年 月

日までとする。

４ この法人の設立当初の会費は、第 条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

３ 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を示した書面により、少なくとも７日前ま

でに通知しなければならない。

（理事会の議決）

第３６条 理事会の議長は、出席理事の中から互選によって選出する。

２ 理事会においては、理事現在数の過半数の出席がなければ開会することができない。

３ 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

（理事会の表決権等）

第３７条 各理事の表決権は、平等なるものとする。

２ やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面をもって表

決することができる。

３ 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第１項の適用については、理事会に出席したものとみなす。

（理事会の議事録）

第３８条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

（１）日時及び場所

（２）理事総数、出席者数及び出席者氏名

（３）審議事項

（４）議事の経過の概要及び議決の結果

（５）議事録署名人の選任に関する事項

２ 議事録には、議長のほか、会議に出席した理事のうちから、当該会議において選任された議事録署名人２名以

上が署名押印をしなければならない。

第第６６章章 資資産産及及びび会会計計

（資産の構成）

第３９条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

（１）設立当初の財産目録に記載された財産

（２）会費

（３）寄付金品

（４）資産から生ずる収入

（５）事業に伴う収入

（６）その他の収入

（資産の区分）

第４０条 この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産とする

（資産の管理）

第４１条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、理事会の議決による。

（会計の原則）

第４２条 この法人の会計は、法第２７条各号に掲げる原則に従って、行うものとする。

（会計の区分）

第４３条 この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業に関する会計とする。

（事業計画および活動予算）

第４４条 この法人の事業計画及び活動予算は、理事長が作成し、毎事業年度開始前の理事会における議決を経

たうえで通常総会にて決議しなければならない。

（暫定予算）

第４５条 前条の規定により、予算が成立しない期間は、理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事

業年度の予算に準じて収入・支出することができる。

２ 前項の収入・支出は、新たに成立した予算の収入・支出とみなす。

（予備費の設定及び使用）

第４６条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。

２ 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。

（事業および予算の追加又は更正）

第４７条 年度当初の事業計画および、予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既

定の事業および予算の追加又は更正をすることができる。
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 正会員 個人／一口 ３ ０００円

団体／一口 １０ ０００円

 賛助会員 一口 ５ ０００円

 特別会員 一口 ３０ ０００円以上

附附 則則
この定款は、平成 年 月 日から施行する。 
附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、令和 年 月 日から施行する。
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  広広告告協協賛賛（（応応援援））企企業業・・団団体体様様 紹紹介介

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会 

 

 

 正会員 個人／一口 ３ ０００円

団体／一口 １０ ０００円

 賛助会員 一口 ５ ０００円

 特別会員 一口 ３０ ０００円以上

附附 則則
この定款は、平成 年 月 日から施行する。 
附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、平成 年 月 日から施行する。

附附 則則

この定款は、令和 年 月 日から施行する。



災災害害にに備備ええたた防防災災倉倉庫庫のの設設置置
地地域域ででのの助助けけ合合いいづづくくりり

静静岡岡県県共共同同募募金金会会のの緊緊急急等等助助成成事事業業のの取取りり組組みみ

ととししてて、、社社会会福福祉祉法法人人のの施施設設敷敷地地内内にに防防災災倉倉庫庫をを

設設置置しし、、倉倉庫庫内内ににはは、、静静岡岡県県社社会会福福祉祉協協議議会会がが整整

備備ししたた一一輪輪車車ややススココッッププ、、発発電電機機ななどど災災害害ボボラランン

テティィアア活活動動用用のの資資機機材材がが備備蓄蓄さされれてていいまますす。。

ここのの取取りり組組みみはは、、災災害害時時にに高高齢齢者者やや障障害害者者ななどど

配配慮慮をを必必要要ととすするる方方々々をを、、地地域域自自治治会会やや民民生生委委員員

児児童童委委員員協協議議会会、、市市町町社社会会福福祉祉協協議議会会ななどどとと共共にに

支支援援ししてていいくくここととをを目目的的ととししてていいまますす。。

近近年年頻頻発発すするる自自然然災災害害へへのの備備ええ、、大大切切なないいののちち

をを守守るるたためめのの地地域域体体制制づづくくりりののたためめにに、、赤赤いい羽羽根根

共共同同募募金金にに寄寄せせらられれたた皆皆ささままのの

温温かかいい思思いいがが役役立立っってていいまますす。。

ボボラランンテティィアア活活動動

参参加加促促進進事事業業

幅幅広広いい世世代代のの方方々々にに、、ボボラランンテティィアア活活動動へへのの興興

味味関関心心をを高高めめてていいたただだきき、、ボボラランンテティィアアののすすそそのの

をを広広げげるるここととをを目目的的にに、、身身近近ににああるるボボラランンテティィアア

活活動動をを紹紹介介しし、、参参加加すするるききっっかかけけととななるる機機会会をを提提

供供ししてていいまますす。。

活活動動にに取取りり組組んんででいいるる方方々々やや団団体体ををゲゲスストトにに招招

きき、、実実際際にに活活動動にに参参加加ししててみみるるここととががででききるるここのの

事事業業ににはは、、友友人人同同士士やや親親子子でで参参加加さされれるる方方ががたたくく

ささんんいいまますす。。「「ボボラランンテティィアアっってて楽楽ししいいねね」」「「まま

たた参参加加ししたたいい」」とと話話さされれるる参参加加者者のの笑笑顔顔がが、、私私たた

ちちののチチカカララににななりりまますす。。

〒420-0054
ＴＥＬ:054-205-8570 https://www.nagawa.co.jp

モジュールベース
静岡

静岡県静岡市葵区南安倍1番5-8

日日本本でで唯唯一一のの軽軽量量鉄鉄骨骨ゼゼネネココンンをを目目指指ししてていいるる㈱㈱ナナガガワワはは、、
大大型型商商業業施施設設かからら事事務務所所・・店店舗舗・・倉倉庫庫ままでで、、自自由由設設計計でであありりななががらら
短短工工期期・・低低ココスストトででシシスステテムム建建築築・・モモジジュューールル建建築築（（ププレレハハブブ））
ユユニニッットトハハウウススのの企企画画・・設設計計・・製製造造・・販販売売をを行行っってておおりりまますす

新店舗
移転
OPEN

2024年7月
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小久保フェンダー製作所 前年と同じデータ使用

高高校校生生大大学学生生とと共共ににつつくくるる

「「地地域域共共生生フフォォーーララムム」」

私私たたちちがが暮暮ららすす社社会会ににははささままざざままなな福福祉祉課課題題がが

あありりまますす。。人人とと人人ととののつつななががりりのの希希薄薄化化はは社社会会的的

孤孤立立やや引引ききここももりり、、虐虐待待、、ヤヤンンググケケアアララーーななどどのの

問問題題をを引引きき起起ここししてていいまますす。。ままたた、、 年年ににもも及及ぶぶ

新新型型ココロロナナ感感染染症症拡拡大大でで、、生生活活困困窮窮者者のの増増加加ががまま

すすまますす進進行行しし、、福福祉祉課課題題はは複複合合化化・・複複雑雑化化ししてていい

まますす。。

ここううししたた課課題題のの解解決決ににはは、、地地域域のの住住民民どどううししのの

助助けけ合合いい・・支支ええ合合いいがが不不可可欠欠でですす。。次次代代をを担担うう若若

者者たたちちにに地地域域のの課課題題をを『『自自分分ごごとと』』ととししてて捉捉ええてて

ももららいい、、一一緒緒にに解解決決にに向向けけててののアアイイデディィアアをを考考ええ

るる「「地地域域共共生生フフォォーーララムム」」をを開開催催ししてていいまますす。。

価価値値観観がが多多様様化化すするるななかかでで、、そそれれぞぞれれがが相相手手をを

思思いいややりり共共にに生生ききてていいくく「「共共生生社社会会」」ととははどどんんなな

ここととかかをを、、当当事事者者ゲゲスストトののおお話話ややドドキキュュメメンンタタリリ

ーー映映画画ななどどかからら学学びび、、自自分分のの考考ええやや意意見見をを伝伝ええ合合

うう場場ととななっってていいまますす。。
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ササママーーシショョーートトボボラランンテティィアア

活活動動計計画画

毎毎年年、、夏夏休休みみをを利利用用ししてて中中学学生生かからら高高校校生生・・大大

学学生生がが福福祉祉施施設設やや社社会会教教育育施施設設ででボボラランンテティィアア体体

験験ををすするるププロロググララムムはは、、 （（昭昭和和 ））年年かか

らら続続くく事事業業でですす。。新新型型ココロロナナ感感染染症症のの影影響響でで、、施施

設設内内ででのの活活動動ががででききななかかっったたりり、、受受入入れれ人人数数をを制制

限限ししたたりりししななががららもも中中止止すするるここととななくく継継続続ししてて実実

施施ししてていいまますす。。受受入入れれ施施設設だだけけででななくく、、保保護護者者のの

ごご理理解解ごご協協力力がが、、ボボラランンテティィアアををししたたいいとといいうう参参

加加者者のの思思いいをを支支ええててくくだだささっってていいまますす。。

参参加加者者はは事事前前研研修修会会にに出出席席しし、、ボボラランンテティィアア活活

動動ををすするるううええででのの心心ががままええののほほかか、、ああいいささつつ、、時時

間間やや約約束束をを守守るるななどど基基本本的的ななママナナーーににつついいてて学学びび

まますす。。初初めめててののボボラランンテティィアア活活動動ででもも不不安安ななくく取取

りり組組めめるるよようう研研修修をを受受けけたた後後、、各各自自がが希希望望ししたた施施

設設でで４４日日間間以以上上のの活活動動にに入入りりまますす。。施施設設利利用用者者とと

ののふふれれああいいのの中中でで、、人人とと人人ととののつつななががりりのの大大切切ささ

をを感感じじ、、たたくくささんんのの「「あありりががととうう」」とと笑笑顔顔かからら、、

福福祉祉ややボボラランンテティィアアにに対対すするる興興味味関関心心をを深深めめててくく

れれままししたた。。

ままたた、、施施設設職職員員のの仕仕事事をを知知りり、、学学ぶぶここととがが、、将将

来来のの福福祉祉分分野野へへのの進進路路をを考考ええるる機機会会ににももななっってていい

まますす。。

質の高いサービスを
ゆるぎない理念とともに
「自分のようにあなたの隣人を愛しなさい。」

隣人とはすべての人のこと。そこに分け隔てはありません。
この理念のもと、誰一人取り残さない社会の実現を目指して、
これからも真摯に取り組んでまいります。

＜＜法法人人本本部部＞＞
〒〒 浜浜松松市市中中央央区区元元城城町町 番番地地
電電話話：： 代代表表
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春風会 前年と同じデータ使用

ひひととりりじじゃゃなないいよよ

「「ケケアアすするる人人ののケケアア」」をを学学ぶぶ会会

頻頻発発すするる災災害害やや 年年ににもも及及んんだだココロロナナ禍禍ななどど、、

急急激激なな社社会会のの変変化化にによよりり、、私私たたちちのの誰誰ももががケケアアすす

るる側側ににももケケアアさされれるる側側ににももななるる可可能能性性がが広広ががっってて

いいまますす。。

「「『『ケケアアすするる人人ののケケアア』』をを学学ぶぶ会会」」はは、、在在宅宅医医

療療にに取取りり組組むむ医医師師のの看看取取りりへへのの思思いいやや、、ヤヤンンググケケ

アアララーー当当事事者者のの思思いい、、カカウウンンセセリリンンググのの現現場場やや災災

害害のの現現場場かからら見見ええててききたたここととななどど、、ささままざざままなな分分

野野ででケケアアのの最最前前線線にに立立ちち続続けけるる講講師師ののおお話話かからら、、

「「ケケアアすするる」」「「ケケアアさされれるる」」とといいうう関関係係をを越越ええたた

みみんんななでで支支ええ合合ううケケアアとと、、私私たたちち一一人人ひひととりりににでで

ききるるここととをを考考ええるる機機会会ととななるるここととをを願願いい開開催催ししてて

いいまますす。。

私私たたちちはは「「知知るる」」とといいううここととでで心心がが軽軽くくななるるここ

ととががあありりまますす。。ここのの事事業業はは、、日日々々ののささままざざままなな悩悩

みみやや葛葛藤藤をを抱抱ええななががららケケアアにに携携わわっってていいるる参参加加者者

がが、、講講師師ののああたたたたかかなな言言葉葉にに癒癒ししとと元元気気をを得得るる場場

ととななっってていいまますす。。
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静静岡岡県県ボボラランンテティィアア研研究究集集会会

ボボラランンテティィアア・・市市民民活活動動にに関関心心をを寄寄せせるる人人たたちち

やや、、実実際際にに活活動動ししてていいるる人人たたちちがが一一堂堂にに会会しし、、情情

報報交交換換やや話話しし合合いいをを通通ししてて、、おお互互いいのの活活動動のの学学習習

をを深深めめ、、ボボラランンテティィアア同同士士ののネネッットトワワーーククづづくくりり

をを推推進進すするるここととをを目目的的にに開開催催ししてていいまますす。。

開開催催場場所所はは、、東東部部・・中中部部・・西西部部とと会会場場をを持持ちち回回

りりししななががらら実実施施ししてていいまますす。。開開催催市市町町とと近近隣隣市市町町

のの社社会会福福祉祉協協議議会会ややボボラランンテティィアア団団体体のの関関係係者者でで

実実行行委委員員会会をを立立ちち上上げげ、、分分科科会会ののテテーーママやや講講師師・・

ゲゲスストトのの選選考考やや、、参参加加者者にに伝伝ええたたいいメメッッセセーージジなな

どど半半年年以以上上のの時時間間ををかかけけてて作作りりああげげるる集集会会ににはは、、

開開催催地地域域のの特特色色もも盛盛りり込込ままれれ、、毎毎回回参参加加者者含含めめ

名名近近いい方方々々がが関関わわっってていいまますす。。

ココロロナナ禍禍でで、、開開催催をを延延期期ししたたりり規規模模をを縮縮小小ししてて

動動画画配配信信とといいうう形形でで実実施施ししたた年年ももあありりままししたたがが、、

人人とと人人ととののつつななががりりのの大大切切ささをを改改めめてて感感じじてていいるる

私私たたちちににととっってて、、ボボラランンテティィアア活活動動・・市市民民活活動動がが

以以前前ののよよううにに活活発発にに取取りり組組むむここととががででききるる日日がが戻戻

っっててききたたここととはは大大ききなな喜喜びびでですす。。

今今年年度度はは、、静静岡岡ササレレジジオオ高高等等学学校校のの協協力力ををいいたた

だだきき、、多多くくのの高高校校生生がが準準備備かからら当当日日のの運運営営にに関関わわ

っっててくくだだささいいままししたた。。

わわたたししたたちちはは

熱熱いい心心・・豊豊かかなな知知識識・・優優れれたた技技術術でで

ひひととりりをを、、すすべべててのの人人ををアアシシスストトししまますす

〒〒44 33 11 --33 449922 浜浜松松市市天天竜竜区区渡渡ヶヶ島島2211 77 --33

TT EE LL 00 55 33 -- 558833-- 11 11 11 55   ((代代表表))
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ププロロジジェェククトト
高高校校生生ススタタデディィツツアアーー

（（東東北北）） （（ももっっとと））

（（静静岡岡）） （（結結びびつつけけるる））のの頭頭文文字字でで、、震震災災

ををききっっかかけけににででききたた絆絆ををささららにに深深めめるるたためめのの取取りり

組組みみがが「「 ププロロジジェェククトト」」でですす。。

震震災災かかららすすででにに 年年以以上上がが経経過過しし、、震震災災のの記記

憶憶やや被被災災さされれたた方方々々のの経経験験はは風風化化ししてていいくく傾傾向向にに

あありりまますす。。次次代代をを担担うう高高校校生生がが被被災災地地をを訪訪れれ、、直直

接接見見聞聞すするるここととでで感感じじたたこことと、、考考ええたたここととがが静静岡岡

ででのの防防災災のの備備ええににつつななががるるとと考考ええ、、夏夏休休みみをを利利用用

ししてて実実施施ししてていいまますす。。

三三陸陸鉄鉄道道でで移移動動中中にに見見るる穏穏ややかかなな海海のの景景色色かからら

はは、、当当時時発発生生ししたた大大津津波波のの様様子子ははままっったたくく想想像像もも

ででききまませせんんがが、、震震災災遺遺構構でで観観るる津津波波映映像像やや語語りり部部

ののおお話話かからら当当時時のの様様子子をを追追体体験験ししななががらら、、自自分分やや

大大切切なな人人ののいいののちちをを守守るるここととととははどどんんななここととななのの

かかをを考考ええままししたた。。

今今年年度度はは、、岩岩手手県県立立釜釜石石高高校校のの学学外外活活動動ととししてて

語語りり部部活活動動やや防防災災のの啓啓発発活活動動にに取取りり組組むむ「「夢夢団団」」

ののメメンンババーーとと交交流流すするる機機会会ががあありりままししたた。。静静岡岡かか

大日三協

らら持持参参ししたた『『ししぞぞ～～かか防防災災かかるるたた』』やや「「夢夢団団」」がが

手手作作りりししたた『『防防災災すすごごろろくく』』をを一一緒緒にに楽楽ししみみなながが

らら、、参参加加者者はは自自分分たたちちににででききるる取取りり組組みみののヒヒンントト

ををたたくくささんん得得るるここととががででききままししたた。。
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「１本のジュースがボランティアを応援」自動販売機設置先

（令和 年 月 日～令和 年 月 日 終了設置先を含む）

【伊藤園株式会社】

特非）活き生きネットワーク／静岡保徳 株 ／ 株 ティーアンドティー（ＤＯＰＥ）静岡店／日進

電気 株 ／特別養護老人ホーム白扇閣・新館／袋井市スポーツ協会アクアピュア駐車場／袋井市体育

協会堀越公園西側・堀越公園東側／ 社福 明和会養護老人ホーム明和苑／明和会ワークスつばさ／明

和会ワークスつばさもみの木分場／静岡市番町市民活動センター

  
【ダイドードリンコ株式会社】

アースヴィレッジ藤枝／あーす介護ショップ／アースふるーら静岡石田／ 有 井嶋新聞店都田販売

所／イーストタウン巽正面玄関・裏口・和／伊太コミュニティセンター／庵原山一乗寺／ＳＢＳマイ

ホームセンター藤枝展示場／オイスカ高等学校／農事組合法人大久保園芸／ 有 カメヨシ榛南支店

／菊川市民総合体育館／特別養護老人ホーム喜久の園／特別養護老人ホーム高麓／小沼製餡 株 ／

社福 小羊学園つばさ静岡／ 株 サイラン／ＪＡ大井川葉梨支店／ 株 ジェイフィルム工場食堂・静

岡工場／ 株 静岡オリコミ／静岡県総合社会福祉会館２Ｆ／特別養護老人ホーム松秀園／聖隷おお

ぞら療育センター１Ｆ・３Ｆ／聖隷健康サポートセンターｓｈｉｚｕｏｋａ／聖隷健康診断センター

／聖隷静岡健診クリニック／聖隷浜松病院Ｃ病棟 階デイルーム／聖隷袋井市民病院／聖隷富士病

院１Ｆ／聖隷三方原病院管理棟４Ｆ・スインプロス／大日三協 株 ／専門学校中央医療健康大学校／

中外製薬工業 株 藤枝工場／中日新聞御前崎専売店／介護付有料老人ホームでらいと島田・でらいと

焼津／ 社福 天竜厚生会特別養護老人ホーム登呂の家／戸隠そば／トヨタレンタリース静岡浜松新

幹線口北側／中村醤油 株 ／西山ナーシング社員食堂／西山病院新館／ 社福 西山福祉事業団西山

の杜／日管 株 御殿場支店／ハートライフ千代田／ 社福 白翁会光陽荘／浜松市リハビリテーショ

ン病院１Ｆ・２Ｆ／特別養護老人ホーム晃の園／ビューティーコレクション焼津店／平井工業 株 ／

平井工業 株 ライラックの園現場／富士ツバメ 株 沼津支店・榛原支店・浜松支店・富士宮営業所／

札の辻クロス駐車場３Ｆ・４Ｆ・５Ｆ／プレミアムハートライフケアホーム千代田／ボンベルソ／

株 牧之原製作所／みかん薬局／三井ケアマーズフロロプロダクツ 株 ／ 株 村上開明堂大井川工

場／ 株 有信商会／ 医 社団陵和会浜松南病院／ナーシングホームオンフルール／静岡市番町市民

活動センター
 
 
 
【東海ビバレッジサービス株式会社】

ＫＩＴＡＧＡＷＡ 株 ①／ＫＩＴＡＧＡＷＡ 株 ②／久住山洞慶院
 
 
 
【サントリービバレッジサービス株式会社】

学 日本語教育センター
 
 
 
【 ジャパン株式会社】

聖隷富士病院４Ｆ・５Ｆ・６Ｆ

（順不同）
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皆様の善意を地域の福祉に役立てます 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

ご寄付はご持参（平日10時～12時、13時～17時）  

または郵便振替でお願いいたします  

【送金先】 

ゆうちょ銀行（振替）00880－9－65060 

「中日新聞社会事業団東海支部」 

 

※ネットバンクからは 

ゆうちょ銀行  

店名 〇八九 店（ゼロハチキユウ店） 

当座預金・口座番号 ００６５０６０へ 

  

社会福祉法人中日新聞社会事業団東海支部 

〒435－8555 浜松市中央区薬新町45番地 中日新聞東海本社内 

電話 053－421－6217 FAX053－421－6218 

HP はこちらから 

《《主主なな福福祉祉事事業業》》  

・静岡県西部地区 生活保護家庭の 

中学生と小学校新入学児童に 

図書カード贈呈 

 

・静岡県西部地区 児童養護施設 

入所者と浜松市内の交通遺児の 

中学卒業生にお祝い金贈呈 

 

・静岡県西部地区 児童養護施設 

出身の大学生らに生活支援一時 

金贈呈 

 

・静岡県内のボランティア団体を 

顕彰する中日ボランティア賞の 

制定 

 

・中日新聞東海本社主催の事業へ

児童福祉施設入所者などを招待 

 

・各種福祉団体への後援 など    
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1977年 4月 静岡県ボランティア協会設立。初代理事長に岡本一男就任
第1回「静岡県ボランティア研究集会」開催

1978年 6月 東部ボランティアビューロー開設(沼津市社協が管理）
10月 浜松ボランティアビューロー開設(浜松市社協が管理)

1979年 7月 第3回「高校生ワークキャンプ」(県東部で開催/県ボラ協主催）
1980年 4月 日本青年奉仕協会より国内1年間ボランティア受入れ開始

第1回「ボランティアコーディネーター養成講座」開講
1981年 11月 東海・北陸ボランティア研究集会開催
1982年 4月 県内1年間ボランティア活動計画スタート

7月 第1回「サマーショートボランティア活動計画」スタート
9月 第1回「わたぼうし静岡コンサート」開催

1983年 3月 静岡県総合社会福祉会館完成に伴い、本協会も市内伝馬町事務所から移転
1984年 3月 第1回「静岡県女性ボランティア研究集会」開催
1985年 10月 SBSリフトバスキャンペーンで大型リフトバス誕生

第1回「しずおか福祉バザール」開催
1987年 12月 静岡県ボランティア協会設立10周年記念式典・シンボルマークを作成
1988年 12月 第1回「海外でのボランティア活動に学ぶ高校生スタディツアーINアジア」を、静岡リバティ

ライオンズクラブとの共催で開始
1989年 7月 発見のためのユーススタディツアー実施(静岡橘ライオンズクラブ助成）
1992年 9月 学校週5日制(第2土曜日休業)のスタートに伴い、青少年ふれあい交流事業開始

(静岡県教育委員会青少年課委託事業）☆初めて委託事業を受託☆1993年 7月 片山敏朗副理事長が2代目理事長に就任
1995年 1月 阪神淡路大震災の発生。被災地の支援活動として協会職員の派遣及びボランティアの派遣
1996年 7月 災害時におけるボランティアコーディネーター養成講座（静岡県委託事業）
1997年 1月 ロシアタンカー重油流出事故に伴う後方支援活動

6月 静岡県ボランティア協会設立20周年記念式典開催
静岡県ボランティア協会あり方検討委員会の開催

10月 静岡県議会ボランティア推進議員連盟が発会し本協会へ支援が開始された
1998年 2月 リバティフレンドシップハウス完成ツアー実施（静岡リバティライオンズクラブ10周年記念事

業）6月 市民活動サポートセンターを開設
災害時におけるボランティア受け入れ活動資金づくりに着手

1999年 8月 トルコ大地震救援募金・台湾大地震現地視察を実施
2001年 4月 ボランティア国際年静岡県推進協議会事務局を引き受け記念事業を実施
2002年 2月 特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会設立総会　認証申請へ

6月 特定非営利活動法人静岡県ボランティア協会設立記念式典・祝賀会
2004年 4月 勤労者マルチライフ支援事業がスタートする（厚生労働省・さわやか福祉財団委託事業）

6月 片山敏朗理事長の退任に伴い、第3代目理事長に神田均就任
10月 新潟県中越地震被災地への支援活動　2004年は災害多発年

2005年 4月 「災害時におけるボランティアコーディネーター養成講座」追加養成開始（3ヵ年）
2006年 6月 一人じゃないよ「ケアする人のケア」を学ぶ会をスタートさせる
2007年 8月 新潟県中越沖地震被災地への支援活動
2008年 1月 静岡県ボランティア協会設立30周年記念式典開催

6月 中国四川省大地震被災地へテントを贈る運動を展開　10月に現地モニタリング調査を実施
2009年 7月 静岡市番町市民活動センターの指定管理団体に選任、10月より管理業務を開始する
2011年 3月 東日本大震災が発災。被災地支援活動を開始

4月 岩手県遠野市にボランティア拠点「遠野まごころ寮」を開所
被災地支援活動として、ボランティア派遣を継続実施（ボラバス38週連続実施へ）

2013年 5月 遠野まごころ寮から「三陸ふじのくに絆ハウス（大槌・鵜住居）」開所
11月 ふじのくに国際災害ボランティア支援ネットワーク「フィリピン台風30号」緊急支援募金

2014年 1月 ふじのくに静岡・協力隊を育てる会設立、本協会内に事務局設置
3月 大規模災害発生時における災害ボランティア活動拠点に関する覚書を締結

三陸ふじのくに絆ハウス（大槌・鵜住居）閉所へ
2015年 4月 ネパール地震が発生。支援活動を展開
2016年 3月 東日本大震災5年の集いを実行委員会で開催（参加者400名）

4月 熊本地震が発生。緊急支援活動を開始
2017年 4月 静岡県ボランティア協会設立40周年。6月に記念式典開催

6月 ボランタリズム推進団体会議（通称：民ボラ）静岡大会を開催
7月 神田均理事長の退任に伴い、第4代目理事長に小野田全宏就任

2018年 7月 西日本豪雨災害が発生。広島県呉市への緊急支援活動を開始
2019年 5月 平成から元号が令和に改まる

8月 2019年九州豪雨災害が発生。支援活動を開始
10月 令和元年台風19号災害が発生。県東部地域及び長野市への緊急支援活動を開始

2020年 1月 新型コロナ感染症拡大に伴い募金活動を開始し、感染防止等の取り組みを開始
7月 7月豪雨災害が発生。熊本県を中心に九州地方への緊急支援活動を開始

2021年 3月 東日本大震災10年の集い「TOMOSHIBIプロジェクト」を立ち上げる
2022年 4月 静岡県ボランティア協会設立45周年

「ウクライナ希望のつばさSHIZUOKA」を立ち上げる
9月 令和4台風15号災害が発生。浸水被害を受けた静岡市清水区を中心に支援活動に取り組む

2023年 3月 大型リフトバス「ふじのくに愛輪2号」の運行事業を終了する
2024年 1月 令和6年能登半島地震が発生。穴水町を中心に支援活動を開始

静静
岡岡
県県
ボボ
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